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序 文

香川県教育委員会では，四国横断自動車道や高松東道路の建設，高松空港跡地の整備など，

大規模開発に伴う埋蔵文化財の発掘調査と出土文化財の整理研究・報告書刊行の業務を，財団

法人香川県埋蔵文化財調査センターに委託して実施いたしております。

このたび I県道高松志度線道路改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 小山・南谷遺跡 1J 

として刊行いたしますのは，高松市と県東部を結ぶ重要な幹線道路であります県道高松志度線

の道路改良工事に伴い，平成 7年度に調査を行いました高松市新田町の小山・南谷遺跡につい

てであります。

この遺跡の調査では，古代から中世にかけての多くの遺構・遺物が出土いたしました。なか

でも，古代の掘立柱建物跡や土地区画に関連すると思われる溝跡の検出は，当時の生活・文化

を究明するうえで貴重なものと考えられます。

本報告書が香川県の歴史を考える資料として広く活用されますとともに，埋蔵文化財に対す

る理解と関心を深められるものとなれば幸いです。

最後になりましたが，発掘調査から出土文化財の整理・報告にいたるまでの問，香川県土木

部道路建設課及び関係諸機関並びに地元関係各位に多大な御協力と御指導をいただきました。

ここに深く感謝申し上げますとともに，今後ともよろしく御支援賜りますようお願い申し上げ

ます。

平成 9年 8月

香川県教育委員会

教育長 金森越哉



例 一一一一口

1. 本報告書は，県道高松志度線道路改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査事業報告書で，香川

県高松市新田町甲970-1番地外に所在する小山・南谷遺跡 1(こやま・みなみだにいせき)の

報告を収録した。

2. 発掘調査は，香川県教育委員会が香川県土木部道路建設課からの依頼を受け，香川県教育

委員会が調査主体となり，財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが調査担当者として実施

した。

3. 本調査は， 2， 654m2を調査対象として，平成 7年 7月1日から11月30日まで実施した。

発掘調査の担当は以下のとおりである。

本調査 藤好史郎・中西昇・東条貴美

4. 調査にあたっては，次の機関や方々の協力を得た。記して謝辞を表したい。

(順不同，敬称略)

香川県土木部道路建設課，香川県高松土木事務所，地元各自治会

5. 報告書の作成は，財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが実施した。

本報告書の執筆は第 1章第 1節を鹿瀬が担当し，それ以外を片桐が担当した。また，編集

は片桐が担当した。

6. 本書の遺構・遺物挿図の指示は以下のとおりである。

(1) 挿図の縮尺は，掲載の図面内にスケールで示した。

(2) 方位は，国土座標第IV座標系の北を示す。

(3) 水平基準線の数値は，海抜高を示している O

7. 本書に用いている遺構記号は次のとおりである。

SB …掘立柱建物 SE …井戸 SD …溝

SK…土坑 SP…柱穴 SX…不明遺構

8. 挿図の一部は，国土地理院地形図 高松南部(1/25，000)を使用した。
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図版46 (1)発掘作業風景 (2)S D715土層断面(西より)

(2)SK701検出状況(南より) 図版66 (l)S D702・715土層断面(東より)

図版47 (l)S K702検出状況(北より) (2)S D715土層断面(東より)

(2)S K702土層断面(東より) 図版67 (l)S D702土層断面(東より)

図版48 (l)S K703検出状況(北より) (2)SD701土層断面(北東より)

(2)S K703土層断面(北より) 図版68 (l)S D701土層断面(東より)

図版49 (1)北東部SD701検出状況(西より) (2)S D701土層断面拡大(東より)

(2)北東部隅土層断面(南西より) 図版69 (l)S D701・707・722

図版50 (l)北東部隅土層断面(南西より) 土層断面拡大(東より)

(2)東壁土層断面(南西より) (2)S D702・715完掘状況(東より)

図版51 (l)S D701土層断面(B-B'西より) 図版70 (1)S D715土層断面(東より)

(2)S D701土層断面(B-B'北西より) (2)S D702土層断面(東より)

図版52 (1)V -3区中央部検出状況(南東よ 図版71 (l)S D702・715土層断面(東より)

り) (2)SD702・715土層断面(西より)

(2)V-3区西部検出状況(西より) 図版72 (1)S D702土層断面(西より)

図版53 (1)S D701屈曲部検出状況(西より) (2)S D715土層断面(西より)

(2) S D701屈曲部検出状況(北東よ 図版73 (l)S D701土層断面(東より)

り) (2)S D701土層断面(東より)

図版54 (1)S D701・702検出状況(南東より) 図版74 (l)S D701土層断面拡大(東より)

(2)S D701土層断面(西より) (2)S D701土層断面拡大(東より)

図版55 (l)S D701・702土層断面(東より) 図版75 (1)S D702・713土層断面(西より)

(2)S D701・702土層断面(南東より) (2)S D702・713土層断面(東より)

図版56 (1)S D701土層断面(北東より) 図版76 (l)S D702・713土層断面(南より)



(2) S D702・713完掘状況(西より) 図版94 (1) S E 701 (中層)出土遺物

図版77 (l)S D702遺物出土状況(西より) (2) S E 701(下層)出土遺物

(2)S D702遺物出土状況(東より) (3) S E 701(井戸枠外)出土遺物

図版78 (l)S D702遺物出土状況拡大(東より) 図版95 S E701出土遺物

(2)S D702遺物出土状況(東より) 図版96 (l)S E701出土木製品

図版79 (1)V - 3区南西部検出状況(北より) (井戸枠使用板材)

(2)S D707・722土層断面(西より) (2)SE701出土木製品(曲物)

図版80 (l)S D707・722土層断面(東より) 図版97 (l)S K702・703出土遺物

(2) S D707土層断面(西より) (2)S D701(上層)出土遺物①

図版81 (l)S D707・722土層断面(西より) 図版98 S D701(上層)出土遺物②

(2)S D707土層断面(西より) 図版99 S D701(上層)出土遺物③

図版82 (1)S D707土層断面(東より) 図版100(1) S D 701 (中層)出土遺物

(2)発掘作業風景 (2)SD701(下層)出土遺物

図版83 (1)S D708土層断面(西より) 図版101(1) S D 701(最下層)出土遺物

(2)S D708遺物出土状況(南西より) (2) S D702 (上層)出土遺物

図版84 (1) S D709土層断面(西より) 図版102 S D702(中層)出土遺物①

(2)V -3区北西部検出状況(東より) 図版103(1) S D 702 (中層)出土遺物②

図版85 (l)S D710土層断面(南より) (2) S D702 (下層)出土遺物

(2)S D710土層断面(北より) 図版104(1)S D702(最下層)出土遺物

図版86 (l)S D713・714完掘状況(北より) (2)S D707 (上層)出土遺物

(2)S D713・714完掘状況(南より) (3)S D708出土遺物

図版87 (l)S D713土層断面(北より) 図版105(1) S D 710出土遺物

(2)SD714土層断面(南より) (2)S D712出土遺物

図版88 (l)VI区SD701・715完掘状況(西より) 図版106(1) S D 713出土遺物

(2)VI区SD701・715完掘状況(東より) (2)SD714(上層)出土遺物

図版89 (l)S D730・731土層断面(東より) (3)SD714(下層)出土遺物

(2) S D730素文鏡出土状況(北西よ 図版107(1) S D 715 (上層)出土遺物

り) (2) S D715 (中層)出土遺物

図版90 (1)S X702遺物出土状況(北より) (3)S D715(下層)出土遺物

(2)S X704完掘状況(東より) 図版108(1)VI区SD715(下層)出土遺物

図版91 (1)S P7047遺物出土状況(東より) (2)VI区SD715(最下層)出土遺物

(2)S P 7071遺物出土状況(東より) (3)S D720出土遺物

(3)S P 7116土層断面(北より) (4)S D723出土遺物

(4) S P 7124土層断面(北より) (5)S D729出土遺物

(5)S P 7132・7147土層断面(北より) (6)S D730出土遺物

(6)S P 7134土層断面(北より) (7)S D736出土遺物

図版92 (1) S P 7145・7146土層断面(北より) 図版109(1) S X 701出土遺物

(2)S P 7165土層断面(東より) (2)S X 702出土遺物

(3)S P7171土層断面(北より) (3) S P 7047出土遺物

(4)S P7173土層断面(北より) (4)S P 7203出土遺物

(5)S P 7212土層断面(北より) (5)包含層出土遺物①

図版93 S E 701 (上層)出土遺物 図版110 包含層出土遺物②

表目次

第 1表遺跡一覧表….....・H ・-…・…………・ 7 第 3表樹種同定結果・…....・ H ・..…...・ H ・...68

第 2表柱穴一覧表………...・ H ・....・ H ・63.-....-64 第 4表遺物観察表・…・…...・ H ・-一……75.-....-87



第 1章調査の経緯

第 1節調査に至る経緯

今回報告する小山・南在遺跡は香川県による「県道高松志度線道路改良事業」に先立ち，発

掘調査を実施した遺跡である O

香川県教育委員会事務局文化行政課(以下文化行政課と略す。)は大規模な県道バイパス建設

予定地内の試掘調査を適宜国庫補助を含めて実施し，埋蔵文化財の有無等を確認し，適切な措

置が執られてきた。

小山・南谷遺跡は，徳島県と県都高松市を結ぶ一般国道11号線の渋滞緩和のために県道高松

志度線のバイパス建設工事計画地内で、確認された遺跡である。

当遺跡周辺には弥生時代後期初頭の標式遺跡として著名な大空(スベリ山)遺跡や南谷遺跡、

が隣接して所在しているため，文化行政課は平成 4年 7月に現地踏査を行い，大規模な採土及

び地下げ部分を除く延長約1.8kmについては，事前に試掘調査を実施する必要があると判断し

た。そして平成 5年 2月から県道塩江屋島西線以東の延長約1，300m，幅約15"-'29m，面積約

21，000m'の範囲で，試掘調査を開始した。しかし，用地買収の絡みもあり，平成 4年度の試掘

調査は調査対象地東半の丘陵・山間部についてのみの実施となった。試掘調査はその後も継続

され，平成 5年度は扇状地及び低地部に相当する残り西半部分についての実施となった。この

各年度の試掘調査の結果をもとに香川県土木部道路建設課と協議の結果，東半部分は10，000m'

について保護措置が必要と確認し，平成 5年度(平成 5年 4月 1日から平成 6年3月31日)に

香川県教育委員会が調査主体となり， (財)香川県埋蔵文化財調査センターが調査担当者として

発掘調査を実施した。両半部分は10，341ぱについて保護措置が必要と確認し，平成 6年度(平

成 6年 4月 1日から平成 7年 3月31日)に発掘調査を実施したが，未退去家屋等の関係から実

際に発掘調査が実施されたのは， 8，303ばである O

第 2節調査の経過

今回報告する小山・南谷遺跡の発掘調査は，用地買収等の絡みから，平成 6年度に実施でき

なかった宅地を中心とする部分 (2，038ぱ)である。

当初発掘調査は平成 7年 7月 1日から 9月30日までの 3ヵ月で，2，038m'を対象として実施す

る計画で着手したが，隣接する県道塩江屋島西線の西側の用地買収があり，文化行政課の試掘

調査の結果，埋蔵文化財包蔵地であることが確定したため，当初計画に追加して発掘調査を実

施することとなり，調査面積を2，654m'，調査期間を11月30日までの 5ヵ月間に変更し，実施し

た。

発掘調査は平成 5年度から継続的に実施し，今年度発掘調査は 3年目となり，第 1図のV

3区とVI区がその調査対象地である。

調査の方法は直営方式で実施した。

調査グリッドは，平成 5年度からの継続事業であるために，当初設定した調査グリッドに準

拠した。グリッド配置は，調査対象地が国土座標にほぼ合致するように，直線的に東西に延び
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る道路予定地であるため，国土座標を基準として設定した(第 1図)。東西を東からローマ数字

1"-'付し，南北を北からアルフアベットでA，，-，とした。その結果，調査対象地である V-3区

はA-67"-'71区， B -67"-'71区に当り， VI区はA-74区， B-74区に当る。また，国土座標で

はC-70の杭がX= 146 . 780， Y二 55.960となる O

小山・南谷遺跡の発掘調査を調査日誌抄を基に概略すると，以下の様になる。

平成 7年 7月から事前の打ち合せ及び事前準備を開始し 7月10日から調査区に安全柵を打

設する o 7月14日から V-3区南半部を機械掘削を開始し，本格的に発掘調査を開始する O

発掘調査はV-3区南半音防〉ら開始する O 前年度調査で隣接する V-2区及びV-4区の遺

構状況がわかっているので，当調査区での検出できる遺構は推測できた。

調査区南半部では前年度調査区から延びる溝を中心として検出した。溝はかなり重複してお

り，切り合い関係が，複雑であった。北半部は，上面と下面の 2時期が確認できた。上面は平

安時代後半を中心とする時期で，溝・掘立柱建物を検出した。下面は奈良時代を中心とする時

期で，井戸・溝を検出した。 10月1日からVI区の事前準備を開始し， 12日から機械掘削を開始

する o VI区においても V区から延びる SD701及びSD715が検出できた。 11月20日の航空測量

を実施し，現場での残務整理を行う O

現場での発掘作業は平成 7年11月30日に終了した。

小山・南谷遺跡の発掘調査が 3ヵ年にまたがって実施されていることもあり，報告書は刊行

年度毎に Iから，遺跡名の後に付すものである。したがって今回の報告書は I小山・南谷遺跡

1 J となるO

発掘調査体制は下記のとおりである。

平成 7年度

文化行政課 財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

調査

総括 課 長 藤原章夫 総括 所 長 大 森 忠 彦

(10.24"-') e、〆K八7 長 真 鍋 隆 幸

課 長 高木 尚 総務 参事(土木) 別枝義昭

(，，-， 10.23) 係長(事務) 前 田 和 也

課長補佐 高木一義 主 査 西 村 厚 二

総務 係 長 山崎 隆 調査 参 事 糸 目末 夫

(6.1"-') 係 長 藤 好 史 郎

係 長 源田和幸 文化財専門員 中西 昇

("-'5.31) 調査技術員 東条貴美

主 査 星加宏明

主 事 高倉秀子

埋蔵文化財 副主 幹 渡部明夫

主任技師 森下英治

技 師 塩崎誠司
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整理作業は平成 9年 2月1日より開始し，平成9年 3月31日に終了した。

整理作業体制は下記のとおりである。

文化行政課 (財)香川県埋蔵文化財調査センター

平成 8年度

総括 課 長 藤原章夫

課長補佐 高木一義

総務 係 長 山崎 隆

王 査 星加宏明

主 事 打越和美

埋蔵文化 財 副 主 幹 渡部明夫

一 4

総括

総務

調査

所 長

次 長

係長(事務)

主任主事

主任文化財専門員

文化財専門員

整理補助員

整理作業員

大森忠彦

小野善範

前田和也

佐々木隆司

鹿瀬常雄

片桐孝浩

岡崎江伊子

小畑三千代

岩 井 弘 恵

合田和子

岡 野雅 子

前 田 好 美

山上真理

松尾優子



第 2章立地と環境

第 1節地理的環境

小山・南谷遺跡の調査区は高松市新田町小山

から高松町南谷に至る，東西方向延べ約1，450m

の範囲に所在する。遺跡西部は高松平野の北東

部辺縁，また東部は立石山を中心とする山塊か

ら北西に派生する低丘陵に挟まれた谷部に相当

し，周辺に複数の溜め池を伴う田圃の中を東か

ら西へ緩やかに下る。現地表の標高は，遺跡東

端の唐戸池南において約39m，中央部の長尾池

南端付近は19'"'-'20m，西端の主要地方道塩江屋

島西線(通称新田街道)沿道は 6m前後である o

今回調査を実施したV-3区・VI区は，小山・

南谷遺跡の西端にあり，県道塩江屋島西線(通

称新田街道)沿道に位置する。

第 2図遺跡位置図

新田・高松両町の北部は，江戸時代初期に干拓により陸地化されたものである。寛永10(1633)

年の『讃岐国絵図』によると，その頃の海岸線はかなり内陸へ入り込んでおり，屋島は島とし

て描かれている。北を屋島に面した沿岸(旧地形による)，東を立石山の山塊，南を久米山丘陵，

西を新川によっておおむね限られる高松平野の一角は，古代・中世を通じて「高松J (讃岐国山

田郡高松郷)と呼ばれたが，天正16(1588)年の生駒親正による高松城築城以後は，城下高松に

対して「古高松」と呼称されてきた。江戸時代以前の古高松の地形が推定可能な史料として，

香西成資が享保 4(1719)年に成立させた『南海通記』がある。その中に天正10(1582)年頃の地

形として「……，入海ニテ山田郡小山ノ下マデ潮サシ来ル，……J (巻之十五)との記述がある

ことから，新田町の小山近辺まで海岸線あるいは河口が湾状に入り込んでいたとみて差し支え

ないと思われる。さらに現在の地形・標高や，条里地割の名残の有無，遺跡の分布等から勘案

すると，近世以前には久米池付近まで満潮時には潮が差し込んでいたという想定も可能であろ

つo

第 2節歴史的環境

本遺跡の周辺には，主に弥生時代から古墳時代にかけての遺跡が存在する。これらは特に，

東部の山麓ないし丘陵地一帯と南部の丘陵地に集中している。弥生時代の遺跡としては，これ

まで古高松近辺では最古とされていた久米池南遺跡(中期末~後期初頭)，大空，スベリ山南，

南谷の各遺跡(いずれも後期前半)がある。中でも，昭和29(1954)年に地元の小学生3名によ

る土器採取が契機となって確認された大空遺跡は，北四国における弥生時代後期前半の標識遺

跡として知られる。多種にわたる弥生土器64点(内完形が40余点)が単一土坑から一括出土し

たものであるが，とりわけ17点の製塩土器が目を引いた。この製塩土器は本遺跡直近の南谷遺
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跡でも多量に採取されたが，これらのことは上述した海岸線の入り込みや，製塩に伴う大量の

燃料(木材)の必要性を考え合わせると，付近に土器製塩活動を行う集落が存在することが十

分に予想され得るものである。

古墳時代に下ると，碧玉製鍬形石等の石製腕飾類が出土した前期前方後円墳である高松市茶

臼山古墳をはじめとして，亀甲型陶棺を持ち，作り付けの石棚を持つ久本古墳，小山，山下古

墳等の後期古墳(群)の分布が顕著となる。高松平野東縁部の古墳の集中は，西方の石清尾山

古墳群と並んで際立つており，この地域を統括・支配した有力な首長の存在を裏付けるもので

ある。また，白鳳期の瓦が出土している山下廃寺，日本書紀天智 6年の条に記載された屋島城

が所在すると推定される屋島が，相引111を隔てて北正面に位置する。高松町・新田町は旧山田

郡に属し，県下でも畿内等と密接な関係を窺わせるが，推定南海道から離れ，山田郡内でも独

自のまとまりを持つ地域であることは注意すべきであろう。
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第 3図周辺遺跡位置図
第 l表遺跡一覧表

小山・南谷遺跡 11 スベリ山南遺跡 23 岡山 2号古墳 35 高松茶臼山南古墳 47 平尾 3号古墳

(平成6・7年度調査) 12 長尾 1号古墳 24 11 3号古墳 36 高松茶臼山西古墳 48 11 4号古墳

2 小山・南谷遺跡 13 11 2号古墳 25 大谷山古墳 37 酉茶臼山 1号古墳 49 平尾小古墳群

(平成 5年度調査) 14 11 3号古墳 26 丸山古墳 38 11 2号古墳 50 山本古墳

3 湯の谷 1号古墳 15 南谷古墳 27 久本山東峯古墳 39 諏訪神社遺跡 51 潮満塚古墳

4 11 2号古墳 16 南谷遺跡 28 久本古墳 40 久米山古墳群 52 一字一石経塚

5 11 3号古墳 17 石塚古墳 29 瀧本神社古墳 41 川添浄水場遺跡 53 宝寿寺廃寺

6 経塚古墳 18 小山古墳 30 北山古墳群 42 金石山 1号古墳 54 前田城跡

7 神櫛主墓 19 山下古墳 31 傍生山古墳 43 11 2号古墳 55 前回東・中村遺跡

8 喜岡城跡 20 山下廃寺 32 久米池南遺跡 44 田楽古墳 56 東山崎・水田遺跡

9 奥之坊古墳 21 岡山小古墳群 33 高松茶臼山古墳 45 平尾 1号古墳 57 六条上所遺跡

10 大空遺跡 22 岡山 1号古墳 34 高松茶臼山東古墳 46 1/ 2号古墳 58 権八原古墳群
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第 3章調査の成果

第 1節調査成果の概要

高松平野北東部，屋島南部は，春日川・新川の氾濫源と東部山塊から延びる傾斜地のために

新川東岸には平野部が少ない。調査地はその少ない平野部の最南部に位置する。

当遺跡の発掘調査は，平成 5年度からの継続事業であることから，調査区の設定及びグリッ

ド配置は当初の調査区配置を踏襲した(第 1図)。調査区は平成 5年の調査時に 1-1区を東か

ら設定したので，今回発掘調査を実施した地区は， V-3区とVI区になる。調査グリッドも平

成5年の調査時に，国土座標第IV系のXY軸と平行するラインを基準とし，南北を北からアル

ファベットのA'" とし，東西を東からローマ数字の 1'" を付し，北西の交点をグリッドの

名称とした。その結果， V-3区がA-68"'71， B -67"'71， C -69"'71で， VI区がA-74，

B-74， C-74に当る。

V-3区は平成 6年度調査のV-2区と V-4区の聞に位置し， VI区はV-4区から県道塩

江屋島西線(新田街道)を挟んで西部に位置する。

平成 6年度でV-2区と V-4区が調査され， V-2区ではほぽ東西に流路を取る溝が数条

検出されている。また， V-4区ではV-2区で検出された溝の延長が検出され，その北部で

掘立柱建物・井戸などの居住域が検出されている。この平成 6年度の調査結果から，平成 7年

度の調査区である V-3区についても，ほぽ同様な遺構を検出できることが予測できた。

調査の結果， V-3区では南部で東西に流路を取る溝を 3条検出し，北西部では掘立柱建物

群や井戸跡を検出した(第 4図)0 S D702が最も古く，奈良時代の土器群を多量に包含し，そ

の後SD715，そして古代末に埋没する SD701へと移行する。 SD701は，昨年度概報でのSD

02に該当し，全体を通してみると， S D701はV-4区の西部，ちょうど掘立柱建物群を検出し

た南部で，南に屈曲し， V-4区とVI区の問，新田街道部分で北に屈曲していることが確認で

きた。おそらく V-3区・ V-4区で検出した建物群を迂回するように掘削された溝であるこ

とが明瞭にわかる遺構である。また，先行する SD702及び715は， V-4区からVI区にかけて

ほぼ直線的に延びる。

これらの溝の東西方向は，高松平野の安定した沖積平野部を中心として展開する山田郡・香

川郡の共通条里地割とは異なる方位を持つもので，前述した屋島南部の狭い平野部分に展開す

る条里地割の方向に合致することが確認でき，時期も奈良時代まで遡ることが明らかとなった。

また， VI区では北部でV区で検出した溝の延長が確認でき，南部では溝・掘立柱建物(総柱

建物)を検出した。北部で検出した溝から北側ではV-4区で検出した掘立柱建物が検出でき

なかったので，新田街道を境として，その以東にだけ，建物群が展開することが判明した。こ

のことはSD701が新田街道部分で，北に屈曲するであろうことを裏付けるものである。

第 2節土層序

調査区の遺構は，部分的に遺物包含層が確認できる部分があるが，ほとんどが耕作土・床土

直下で確認できた(第 4図)。

地形的にみると現地表面は，東から西に傾斜し，その傾斜地を水平にカットし，水田を形成
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している。そのためにV-3区の削平率が高い比高の高い部分(東部)では，耕作土直下遺構

面となれ削平率の低い比高の低い部分(西部)では，若干の包含層が確認でき，遺構面とな

るO しかし，遺構面には地表面と同様に高低差があり，約1.5mを計る。また， VI区は調査区の

東西幅が狭いために東西で包含層の有無はなく，耕作土直下遺構面となるが，北部では南から

北への傾斜が確認でき，北部に於いてのみ遺物包含層が確認できた。

第 3節遺構・遺物について

検出した遺構は掘立柱建物6棟，土坑 3基，井戸 1基，溝48条，柱穴を検出した。

1. 掘立柱建物

掘立柱建物は， V-3 

区北西部で集中して検出

した。ちょうど南はSD

701・702・715に区画され，

東は SD713・714によっ

て区画されている O また，

西はVI区で検出していな

いことと前年度調査区も

含めて考えると新田街道

によって区画されている

ものと考えられる。

5 B 701 (第 5図)

S B701はVI区で検出

した掘立柱建物である O

西部が調査区外に延びて

おり，全容は不明である

が，総柱の可能性が高い

建物である O 規模は，南

北 2問×東西(2 )間

(3.26 x 2 .18m)のもの

である。柱穴形は隅丸方

形を呈し，一辺約66cm前

後で，検出面からの深さ

は約50cm前後を計る O 建

物の主軸(南北軸)は真

北から3.5。東偏する O 土

層断面から柱痕径が，約

25cm前後であることが解

る。

柱穴から須恵器・土師
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∞ |  
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第 5図 SB 701平・断面図
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質土器が出土しており，

5 B 702 (第 7図)

S B702はV-3区で検出した掘立柱建物である O 東部柱穴列がSD728によって切られてお

り，南西隅の柱穴がSD701によって切られている。したがって SD701及びSD728より時期が

古い。規模は，梁間 2問×桁行3間 (4.6X5.73m)の

時期は出土遺物から古代と考えられる。
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のは一辺約60'"'--'80cm前後で，検出面からの深さは残り

のいいもので，約25cm前後を計り，検出面からの深さ

は約30cm前後を計る。建物は東西棟のもので，主軸(南

北軸)は真北から11.6。西偏する。土層断固から柱痕径 SB 702出土遺物実測図第 6図
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SB 702平・断面図第 7図
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が，約15cm前後であることが解る。

柱穴から須恵器・土師質土器・蛸査が出土している(第 6図)。

1は須恵器警である。頚部は直線的に延び，口縁部外面をやや肥厚させる。

時期は，柱穴出土遺物全てからと特に SP7211から出土している須恵器坪Bから，

半から10世紀前半頃と思われる o
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第 8図 S8703平・断面図
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S B 703 (第 8図)

S B703はV-3区で検出した掘立柱建物である。ほぽ建物上面を東西に SD707が流れてお

り，南西隅及び南東隅の柱穴が確認できなかった。したがって SD707より時期が古い。規模は，

梁間 1間×桁行3間 (4.19X6.34m)のもので，西から 1間分に棟持ち柱を持つ。柱穴形は円

形を呈し，直径約50cm前後を計り，検出面からの深さは約20cm前後を計る。建物は東西棟のも

ので，主軸(南北軸)は真北から5.4。東偏する。

柱穴から須恵器・土師器・土師質土器が出土しており，時期は出土遺物から古代と考えられる。

S B 704 (第 g図)

S B704はV-3区で検出した掘立柱建物で，西部が試掘トレンチで壊されている。規模は，

梁間 1間×桁行2間 (2.86X 4. 02m)のものである。柱穴形はほぼ円形を呈し，直径約60cm前

後を計り，検出面からの深さは約20cm前後を計る。建物は東西棟のもので，主軸(南北軸)は

真北から2.50東偏する。土層断面から柱痕径が，約15cm前後で、あることが解る。

柱穴から土師質土器が出土しており，時期は出土遺物から古代と考えられる。

⑥③  

「

H
∞・

札7073 札一包-ロロヨ

~、SP7028
~)) QJ-

①黄灰色粘質土+灰色シル卜質土 ②黒褐色砂質土 ③黄灰色粘質土。

第 9図 S8704平・断面図
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S B 705 (第10図)

S B705はV-3区の中央部北側で検出した掘立柱建物で，建物群が集中する北西部からやや

離れている。北部が調査区外に延びており，全容は不明である。規模は，南北(1)間×東西 2

間(1.52X3.02m)のものである。柱穴形はほぽ円形を呈し，直径約40cm前後を計り，検出面

からの深さは約15cm前後を計る。建物の主軸は不明で，南北軸は真北から4.6。東偏する。

柱穴から土師質土器が出土しており，時期は出土遺物から古代と考えられる。
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S B 706 (第11図)

S B706はV-3区で検出した掘立柱建物で，西部がV-4区方向に延びており，全容は不明

である。規模は，南北(2 ) 

間×東西 2問 (3.9X4.33

m)のものである O 柱穴形

はほぼ円形を呈し，直径約

35cm前後を計り，検出面か

らの深さは約10cm前後を計

る。建物は東西棟のもので，

主軸は(南北軸)は真北か

ら5.50西偏する。

柱穴から土師質土器が出

土しており，時期は出土遺

物から古代と考えられる。
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2. 井戸

井戸は排水溝と思われる SD730がやや北寄りの西方向に延び，建物群を区画する SD714の

東側で，北部に屈曲する。

S E 701 (第12図)

S E701は検出面が非常に難解で，周辺に窪み状に残る堆積土下で検出した。第12図土層断面

の土層①はその堆積土である。その堆積土を除去すると SD731と重なるように SE701とSD

730を検出した。 SD731は周辺部に堆積するベース層(自然流路の埋土)を切り込んで、いるが，

埋土がベース層とほぼ同じであることと遺物が小量しか包含されていないことなどから，自然

流路の最終埋没溝の可能性がある o S D730とSD731には前後関係(切り合い)があり， S D 

730の方が新しいことが解る。また， S D730と井戸は切り合い関係がなく，ほぽ同時期で， S 

D730は浅い流路で，井戸から派生していると考えられる。

井戸の掘方は 2段に掘り込まれている。 1段目の掘方は平面形態がほぼ方形を呈し，一辺

約1.7mをま十る。井戸検出面から約20cmと浅く掘られ，ほぽ周囲にテラス状の平らな部分を持つ。

そのテラス部分は一辺約1.2'"'" 1. 3mのほぼ方形を呈する。 2段目の掘方は平面形態がほぼ方形

を呈し，断面形態が逆台形状を呈する。 2段目掘方上面は一辺約1.3'"'" 1. 4 mで，その方形の四

隅には突起状の突出部があり，その部分には柱材の痕跡を確認した。柱穴状の痕跡がなかった

ことから，おそらく設置式の覆屋があったものと推測できる o 内部構造は中央最下部に10'""'20

cmの川原石を敷き，その上部に曲物を 2重に配置する内榔部を持つ。そしてさらに曲物の外側

に四隅に支柱を持ち，その聞を縦方向の板で方形に囲む外榔部(井戸枠)を持つ構造である。

井戸内からは大量の須恵器・土師器・土師質土器・耳環などが出土している(第13・14図2

'""'47)。

遺物の取り上げは，大別して井戸掘方埋土を上(第12図土層③を中心)・中(土層④を中心)・

下(土層⑧上部を中心)層とした。また，遺物の取り上げ位置が明確な部分である曲物内・曲

物外(内榔部と外榔部の間)・外榔外(井戸枠・土層⑧下部を中心)とした。

遺物の説明は，上記の取り上げごとに説明し，最後に内構・外榔を構成する木製品を説明する。

2 '"'" 16は上層出土遺物である(第13図)。

2'""'4は須恵器蓋である。 2のような口縁部内面に返りの付く 7世紀前半の蓋もみられるが，

ほとんどは天井部につまみが付き口縁端部を下方に短く屈曲させるものである。 5・6は須恵

器杯である。蓋と同様にかなり時期差がある。 7は須恵器長頚査の肩部である。 8は須恵器蓋

を転用した硯で，天井部内面を使用している o かなり磨滅している。 9・10は土師器坪である 0

9は体部外面に横方向のへラ磨きが施されている。 11は土師器皿である。 12は土師器高杯であ

る。坪部は浅い盤状を呈し，内面には連弧文・放射状のへラ磨きが認められ，外面には密に刷

毛目とへラ磨きが認められる。 13'"'"16は土師質聾である。体部が下方に延びるものとやや外方

に延びるものがある。

上層出土遺物の時期はやや時期の古いものが含まれるが，概ね 7世紀末から 8世紀前半頃と

思われる。

17'"'" 33は中層遺物である(第13図)。

17は須恵器蓋である。口縁端部を短く下方に屈曲させる。 18・19は須恵器杯である。底部は

へラ切りで，体部はやや内脅気味に延びる。 20は須恵器高台付坪である。 21は口径の大きい須

恵器皿である。 22は須恵器高杯脚である。 23は須恵器壷である。体部は卵形を呈し，口縁部は

16 
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外反しながら上方に延びる。 24は須恵器平瓶である o 25は須恵器横瓶で，体部の円盤充填部分

である。 26はバケツ状を呈する須恵器聾である。 27は土師器蓋， 28は土師器皿， 29は須恵器高

台付杯である o 30は土師器鉢， 31は土師質窒， 33は竃である。

中層出土遺物にも上層と同様に時期の古いものも含まれるが，概ね上層と同時期である O た

だ21の須恵器皿が，やや後出するものであることには注意したい。

34"'41は下層出土遺物である(第14図)。

35は須恵器高台付杯である。 36・37は土師器蓋である。色調が白色系を呈し，胎土も精良で

ある o 38・39は蛸壷である。 38は体部上位に斜め方向の穿孔を持つもので， 39は穿孔を持たな

いものである。

39・41は曲物内から出土したもので，特に39の蛸壷はほとんど完形で出土したことからなん

らかの祭問的な行為に使用されたものと考えられる O またその他に穿孔された桃あるいは梅の

種などが出土している。このことは井戸使用時あるいは廃絶時の祭記的な行為を裏付けるもの

である O

時期は須恵器杯や土師器蓋から 8世紀前半である。

42"'45は曲物外(内構部と外榔部の問)出土遺物である(第14図)。

42は須恵器蓋， 43は須恵器坪身である o 44は土師器蓋である O

これらの遺物は曲物より外側で外榔部である井戸枠の内側から出土したもので，限りなく井

戸掘削時の時期に近いものと考えられる。

時期は 8世紀前半である。

46・47は井戸枠外の中層から出土したものである(第14図)0

46は銅芯に金を貼った金環で， 47は斎串である。斎串は頭部を鶏頭状に作り，上部両端に上

方からの切り込みを入れている O

これらの遺物は井戸使用時には井戸枠裏込め土で，埋没していたものと考えられ，井戸構築

時の祭杷に使用されていたものと考えられる。

以上出土遺物からみると時期は 8世紀前半頃のものと考えられる。

48"'59は井戸枠に使用されていた杭及び板材である(第15'"17図)。

48"'51は井戸枠四隅に使用されていた杭で，先端部は尖らせており，打ち込まれていた可能

性が考えられる。また， 50は先端部近くに方形の瞬(ほぞ)穴が確認でき，井戸枠構築のため

とは考えられないことから，転用部材であることが解る O 杭に使用されている樹種は，樹種同

定の結果から48・50がヒノキ， 49がカヤである。 52"'59は井戸枠に使用されていた板材である。

52・55は下端部分を直角に切り出している。上下に打ち込まれたような状態で検出しているた

めにこの切り出しは井戸枠構築には関係ないことが解り，これらも転用部材であることが解る O

56は厚さ約 1cm程度の薄い板材で，周辺部に穿孔と穿孔に伴い桜の皮が残っていることから，

曲物の底板と思われる。これも転用部材である。 57は側辺部が円弧状になっており，転用部材

であることが解る。井戸枠に使用されている板材の樹種は， 52・59がヒノキ， 53サワラ， 54モ

ミ属， 55・57・58がスギで，樹種にバラツキがあることからもこれらが転用材であることを裏

付ける。

60は曲物である。口径約42cm，高さ約32cm，厚さ約0.5cmを計る O 曲物は内面に縦方向及び斜

め方向の切り目を入れた薄い板材を，折り曲げて作られている。接合部は桜の皮によって編ま

れている。外面最下段には幅約 4cmの帯状の板材を周囲に回しており，接合部は桜の皮で，由

19 
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物本体とは 5箇所の木釘で固定している。曲物上端には確認できる範囲で， 10箇所に直径 3mm 

程度の穿孔が不規則にみられるo

61は井戸上部で出土した直径約15cmの先端部を 2方向から尖らせた杭状のものである。樹種

はヒノキである O

よ益
0> 

0'1 
w 

53 

55 

52 

50 

49 

58 

第18図 SE 701出土遺物・木製品対照図
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3. 土坑

土坑はV-3区とVI区で， 4基確認されている。そのほとんどが古代のもので， S K704が中

世のものである。

5 K 701 (第20図)

S K701はV-3区の南西部で検出した土坑で， S D710及びSD712を切っている。平面形態

は楕円形を呈し，規模は長幅2.42m，短幅1.62

m，検出面からの深さ15cm前後を計る。堆積土

は単層で，灰色細砂質土である。

土坑内から土師質窪・縄文土器などが出土し

ている(第四図62・63)。

62・63は縄文土器である。 62は小型の鉢で，

体部外面に線刻による模様が認められる。 63は

浅鉢である。体部外面に左下がりの縄目が認め

られる。

時期は縄文時代後期の土器も出土している

が，その他の出土遺物から古代と思われる o

7雫二ミ

01Ocm 

第19図 SK 701出土遺物実測図

5 K 702 (第21図)

大-2/
①灰色細砂質土 ②ベース(黒色粗砂質土)

第20図 SK 701平・断面図

S K702はV-3区の西部中央で検出した土坑で， S D714のほぽ上位にあり，ほぽ中央を切

っている。平面形態は査な楕円形を呈し，規模は長幅1.08m，短幅O.86m，検出面からの深さ

87cm前後を計る。堆積土は複層で，砂質土を中心とした土層である。

土坑内から土師器・須恵器・土師質薯・蛸壷・竃などが出土している(第22図64'"'""'69)。

64'"'""'67は皿である。 65は底部が手持ちへラ削りされているために体部との境が明瞭に残る。

口縁端部はやや肥厚させ，内面に僅かな凹を持つ。底部内面には放射状のへラ磨きが施されて

いる。 66は口縁端部内面に沈線条の凹を持つ。 67は体部内面に左上がりの放射状へラ磨きが施

されている。 68は蛸査である。 69は須恵器坪である。小型のもので，平底の底部から体部は直

線的に延び，口縁端部に至る。

出土遺物から時期は 8世紀前半と思われる。

SD714は出土遺物から 7世紀末から 8世紀前半であることが解っている。つまり SK702 

はSD714の埋没時期からあまり時期をおかず， S K702が掘削されたことが解る。
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L =6.300m 

① 灰褐色粗砂質土
②砂ii灰褐色硬質シルト

〆、1

リそノ

③ 黄色砂岩を含む砂混漉灰褐色シルト
④砂混黒色粕質土(ベースが混じる)
⑧ 灰黄色土(ベース)

5 K 703 (第23図)

⑥ 暗灰黄色土
⑦ ④に類似
⑧砂ii黒色粘質土

50714 

⑨ 

⑨ ①に類似(淡褐灰色粗砂質土， 5D714埋土)
⑩ 黄褐色シルト

第21図 SK 702平・断面図

1m 

S K703 はV~3 区の西部北で検出した土坑で，この土坑も S D714のほぽ上位にあり，ほぽ

中央を切っている O 平面形態は楕円形を呈し，規模は長幅1.57m，短幅1.15m，検出面からの

深さ72cm前後を計る。堆積土は複層で，砂質土を中心とした土層である。

ヒ二孟量一つん 一玉三一三三三三三 70

匝》
三三2三三 65

戸三二二一一よ一一三竺三、
71 

68 ど竺竺ヨ三里、雪、η

て一一「 ス6 ¥L1ω 

「-~~~， -:~7 メ三=二二」二一一三ミ 74 ー画面画面

10cm 

第22図 SK 702・703出土遺物実測図
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土坑内から土師器・回転台土師器・須恵器・土

師質警・蛸壷・竃などが出土している(第22図

70~73)o 

70・71は土師器蓋である O 口縁端部を下方に僅

かに屈曲させる。 72は須恵器蓋である。口縁端部

は丸く，下方に屈曲させる o 73は須恵器高台付杯

である。

出土遺物から時期は 8世紀前半と思われる。

74は須恵器蓋である。口縁部を下方に短く屈曲

させ，三角形状に尖らせる。この須恵器蓋はSK

702と703から出土した小片が，同一個体であると

判明したもので，出土遺物から SK702とS.l(703 

が同時期に掘削された可能性を裏付けるものであ

るO

S K 704 

S K704はV-3区の中央部北で検出した土坑

で，この土坑も SD731の埋没後に掘削されたもの

である O 平面形態は歪な楕円形である。

土坑内から縄文土器・土師質聾・白磁片が出土

している。

時期は出土遺物から中世と思われる。

4. 溝状遺構

C 
L =6.200m 

① 黒色多粗砂混シルト

I~ ①より組砂やや少ない

(3)黒色弱砂混シル卜

⑨⑨とほぼ同じ

⑤ 黒色粘土

⑥ ④とほぼ閉じ

⑦ ⑥より多砂

⑧ 黒灰色粘土

1 m 

画面

第23図 SK 703平・断面図

溝は縄文時代のSD711・712を除くとほとんどが，屋島南部の平野にみられる条里地割に合

致するもので，ほぽ東西・南北方向に流路を取る O

S 0701 

S D701は， V-3区及びVI区で検出した溝である。 V-3区の東部ではやや蛇行しながら東

に延びるが，中央部で南に屈曲し，さらに西に屈曲し，以後はほぼ東西方向で西進する。ちょ

うど中央部で屈曲する部分は，掘立柱建物を多数検出した部分の南東部にあたり，建物群を避

けるように屈曲し，建物の東西軸と同方向に流路を取っていることが解る。 VI区でも東西方向

に流路を取る SD701が検出されたが， V-3区の建物群南側の流路の延長部分にはなくやや北

寄りで検出した。この位置はSD701が建物群の南東部で屈曲する前の東西流路位置とほぽ同じ

であることが解る。建物群の東西での流路から建物群の南側での流路の位置は，溝の中心部分

で計測すると東部では約7.2mの間隔があり，西部では約4.0mの間隔がある。つまり V-3区

と前年度調査区のV-4区で検出した建物群を避けるように，当初流れていた位置から約7.2m

南側を流路が迂回し，再びV-4区とVI区の間で，北に約4.0m戻り，東西方向に流路を取って

いることになる。流路方向はほぼ直線的に延びる建物南側部分でみると東西ラインから 4~ 5 0 

北に振る程度で，ほぽ東西方向を取っている。この方向は掘立柱建物の東西軸方向とほぼ一致

している。規模は第24図土層p'-p部分で，天幅約3.1m，検出面からの深さ約2.2mを計る。

断面形状は上部がなだらかに開く部分もあるが，下部は 'VJ字状を呈する。
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堆積埋土は基本的には砂層で，弱グライ化した灰色~青灰色気味の極細砂層と褐色~赤褐色

の細砂~粗砂層が上層部では交互に薄い堆積をし，下層では後者が主体をしめる堆積をしてい

る。この堆積をみると丘陵部からの洪水砂によって，かなり短期間に堆積したことが解る。こ

の堆積層には数回，おそらく 2'""3回の堆積時期が読み取れる。第30図SD701の土層図B-B'

をみると明瞭に解り，①~⑮が最終堆積層である。また，その最終堆積層の下部では， S D701 

内で検出した井堰の上部がわずかに確認されている。

溝内より大量の遺物が出土している。中にはかなり摩滅しているものもあり，時間をかけて

の堆積でないことを裏付けている。

遺物は大別して，上・中・下・最下層の 4つにわけで取り上げた。

第30図SD701土層断面図B-B'でみるとおおよそ取り上げ土層の上層は前述した最終堆積

層にあたり，中層は⑫~⑫で，下層は⑮~⑩で，最下層は⑪~⑪を中心とするものである。ち

ょうどこれらの土層は断面形状の段部とほぽ同じで，細かくみると最大 4時期の堆積の可能性

が指摘できる。

75'""108は上層出土遺物である(第25・26図)。

75'""77は土師器杯である。底部と体部の境に明瞭な稜を持つもの (77)と持たないもの (75)

がある。 78は土師器高台付杯である。高台はかなり高いものであるが，径は小さい。 79は土師

器椀である。体部内外面にへラ磨きが施されている。特に外面のへラ磨きはやや間隔をあけた

2'""3mmのへラ磨きで，十瓶山周辺(西村遺跡)で大量に出土している特徴に類似する。 80'""86

は黒色土器A類椀である。 80は器壁がやや薄く，器高の浅いものである。内外面に 1mm程度の

横方向のへラ磨きが認められる。 81は体部内面に分割へラ磨きが認められる。 82は内面には分

割へラ磨きが，外面には 5'""7mm程度のへラ磨きが横方向にほとんど隙間なく施されている。

86は底部に断面長方形のしっかりした高台が付き，体部はやや内脅しながら外上方に延びる。

体部内面には 1mm程度の分割へラ磨きが密に施されている。 87・88は瓦器椀である。 87は内外

面にかなり密にへラ磨きが施されている。形態及び調整から和泉型瓦器椀と思われる。 89は口

縁端部内面に沈線を持つ土師器坪である。 90は土師質聾である。頚部は外方に屈曲し，屈曲部

下部に鍔を持つ。 91は土師質鍋である。 92・93は竃である。 94は土師質の管状土錘である。 95・

96は須恵器坪である。底部はへラ切りされ，体部はほぼ直線的に外上方に延びる。 97・98は須

恵器高台付杯である。 99は須恵器(瓦質焼成)の高台付盤である。 100は瓦質こね鉢である。底

部外面下端部には横方向のへラ削りが施されている。 101は須恵器壷である。 102.103は須恵器

聾である。 103は頚部が「く」の字に屈曲し，口縁部が直線的に外上方に延び，口縁端部を方形

に終わらせるものである。体部外面にはやや右下がりの格子目叩きが施され，内面は指なでが

施されている。 104・105は瓦である。 106'""108は縄文土器である。縄文時代晩期のものである。

以上上層出土遺物をみると 8'"" 12世紀とかなり時期幅があることが解る。そのなかで一番新

しいものをみると76・77の土師器杯や81'""85の土師器椀・黒色土器椀などから SD701上層(最

終埋没)の時期は12世紀前半から中葉頃が考えられる。

109'""122は中層出土遺物である(第27図)。

109は土師器小皿， 110は土師器杯である o 111は土師器椀である。高台及び体部はかなりしっ

かりしており，体部内面には分割のへラ磨きが，外面には 3'""7mm程度の横方向のへラ磨きが

施されている。 112.113は黒色土器A類椀である。 112は土師器椀と同様に内面には分割へラ磨

きが施されている。 114・115は黒色土器B類椀である。 116は楠葉型の瓦器椀である。やや内轡

- 30 



気味の体部の外面には指頭痕が，内面には 1mm程度のへラ磨きが密に施され，口縁端部内面に

は沈線が認められる。 117・118は須恵器坪である。 119は須恵器高台付査である。 120は体部外

面に綾杉状の平行叩きが施されている窒の体部である。おそらく東播系の須恵器聾である。

121'"'-'123は縄文土器である。 121・122は縄文時代晩期の深鉢で， 123は縄文時代後期の浅鉢であ

る。

以上中層出土遺物をみると上層と同様に 8'"'-' 12世紀とかなり時期幅がある。そのなかでこの

層の堆積時期は111の土師器椀や112の黒色土器椀，116の楠葉型瓦器椀などから11世紀後半から

12世紀初頭(前半)頃が考えられる。

124'"'-'142は下層出土遺物である(第27図)。

124は土師器小皿である。 125'"'-'127は瓦器椀である。内脅する体部の外面には指頭痕ののち僅

かなへラ磨きが，内面にはへラ磨きが密に施されている。和泉型瓦器椀である。 128は土師器蓋
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第25図 S D 70 I (上層)出土遺物実測図①
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である。器高は低く，口縁端部を僅かに下方に屈曲させるものである o 129へへ'"'-'〆(へへ~へ'"'-、1、、-

ある o 130は口縁部内面に短い返りが付くもので， 131は天井部につまみが付くものである。 132

は須恵器高台付坪である O 高台は断面方形で外方に踏張るものである。 133は須恵器聾の体部で

ある。体部外面には平行叩きが，内面には無文の当て具痕が認められる。 134・135は土師質護

である o 136は竃である。 137は土師質の土馬の右足である。ややO脚状を呈する。 138は白磁椀

である O 口縁部が玉縁状を呈するもので，大宰府分類の白磁椀IV類である。 139'"'-'142は縄文土

器である。すべて浅鉢と思われる。

以上下層出土遺物をみると上・中層と同様にかなり時期幅がある o 下層の時期は， 125・126

などの和泉型の瓦器椀から12世紀後半が考えられる O

143'"'-'153は最下層出土遺物である(第28図)。
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第26図 S D 70 I (上層)出土遺物実測図②
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143は土師器坪である。口縁端部を内方に屈曲させ，内面を沈線状に作る。 144は土師質警で

ある。 145は須恵器蓋である。口縁端部を短く下方に屈曲させる。 146は須恵器高台付杯である。

147は須恵器坪である o 148・149は須恵器皿である。底部はへラ切りで，体部は短く外上方に延

びる。 151"'-'153は縄文土器である。 151.152は縄文時代後期の深鉢である。 153は高台状を呈す

る底部である。

以上最下層出土遺物は，上記までの出土遺物に比べると時期はかなり幅がないものと思われ

る。 143"'-'146などは 8世紀の前半頃で， 147"'-'149は8世紀後半から 9世紀初頭頃のものであるo

最下層出土遺物は概ね 8世紀段階のものと考えられる。

以上， S D701の出土遺物をみると，かなり時期幅のあることが確認できた。

上記の遺物から SD701の掘削時期は，最下層出土遺物や上~下層の出土遺物に 8世紀の遺物

がかなり含まれていることから，上限は 8世紀に遡る可能性が指摘でき，下限(最終埋没)は，

12世紀後半頃に求められる。
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井堰(第29図)

S D701東部のやや蛇行する部分で，井堰を検出した。井堰はSD701のほぽ中央部で，流路

にほぼ直行するように検出した。第30図土層図B-B'より井堰を検出した天場は最終埋没堆積

層下であることが解り，その最終堆積層によって井堰上部が削平されていることが解る。この

井堰を完全に埋めている層は，出土遺物の説明で大別した中層と考えられ，第30図土層図B-

B'の⑫~⑫がそれに当たるものと思われる。

この検出した部分の北側には， S D701から延びる SD707とSD722を検出している。検出状

況からみて井堰は， S D701を東から流れてきた水を，北側で派生する SD707・722に引き込む

ためのものであることが解る。 SD707とSD722には前後関係があり，第30図土層図F-F'か

らSD722が新しく， S D707が古い。

まず， S D707との関係をみるとこの土層図B-B'の左の部分に平らな部分があり，この部分

がSD707の下部にあたる。井堰の検出最上部の標高は約6.03mを計り，平らな部分の標高は約

5.7mを計り，比高差は約0.33mある。上部が削平されているものと考えれば，十分に水を引き

込むことが可能な井堰である。 SD722との関係もほぽSD707と同様と考え られるが，若干S
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D722の最下部の標高が， S D707の最下部の標高より 10cm程度高いだけである O

井堰の構造は直立型のもので，規模は上下流方向に約0.3m幅で，流路に直行方向で約2.4m

を計る O 井堰は直径約 4cm程度，長さ約160cm程度の横木を直径約6"-7cm程度，長さ約50"-80cm

程度の杭で挟み込むように構築している O 横木が少なく，杭も上流側で約0.55cm間隔で 3本が，

下流側で約30"-40cm間隔で 7本が検出されている程度で，やや雑に構築されている O 上流側(東

側)の杭は，下層及び最下層の細砂層~シルト層部分に打ち込まれており，地山の黒灰色硬質

シルト層までは達していない。ほぼ直立に打たれており，下流部の杭に比べると約 5cm程度で

やや細いようである。また，下流側(西側)の杭も打ち込まれている層は同じであるが，上流

側の杭に比べると下流側に斜めに打ち込まれており，杭も上流側のものに比べると約 8cm程度

でやや太いようである O

この井堰の構築時期は SD701の堆積土層の年代からみると下層及び最下層に打ち込まれて

いることが解ることから，下層の時期である12世紀以降であることが解り，引き込み溝SD707 

が9世紀後半頃， S D722が12世紀頃と考えられる。 9世紀と12世紀でかなり構築時期に差があ

るが，ここではこの 2時期の可能性を指摘するだけにしたい。

154"-175は井堰を構築する杭及び横木である(第32"-34図)0 

154----169は杭である。 154・169はケヤキ， 156・162----165はクヌギ， 168はヤナギと，使用部

材にはクヌギ(コナラ属コナラ亜属クヌギ節)が多用されているもののケヤキ・ヤナギと同一

種類でないことは，付近に生育していた木材を使用したもので，井堰構築部材として選別して

いないことが解る O

170----175は横木である o 171はヤナギ， 172・173はクヌギ， 174・175はウツギと杭と同様にか

なりノfラツキカまある。

S 0702 

S D702はV-3区南側をほぼ東西に流路を取る溝で，最東端ではSD716と切り合いがあり，

中央部ではSD715と切り合いがあり，西端部では SD701・715と切り合いがある O

最東端ではSD716がSD702を切っており， S D702の以東の流路は不明である O また，中央

部ではSD715に切られており，僅かに中央部東側で，部分的に 2条にわかれている O その部分

での規模は，天幅1.69m，検出面からの深さ0.73mを計る O 西端部ではSD701・715と切り合

いがあり，検出状況及び土層断面から SD702→S D715→S D701の順で新しくなることが解

るO

流路方向は，その東西方向から北へ約 3。振っている。

遺物は調査区西部で，多量に出土している。ここでは取り上げ時に大別した層ごとに説明し

たい。

176----198は上層出土遺物である(第37図)。

176は黒色土器A類の杯である o 177~179は黒色土器A類椀である。 177は体部の形状から若

干新しい感じもするが，その他のものは概ね 9世紀後半頃のものと考えられる。 181は土師質の

有溝土錘である。 182・183は竃である。 184は須恵器坪である o 185は須恵器皿である。底部は

ヘラ切りされ，体部は直線的に外上方に延びるものである。口径には12cm~15cm とバラツキが

ある o 188"-190は須恵器高台付杯である。 190は底部と体部の境が湾曲し，椀状を呈する杯であ

る。 191・192は須恵器高台付査である。 193は短頚査， 194は広口査と思われる。 196は土師質の

瓦である O
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暗黒掲色シルト(少砂還)
暗黒褐色粗砂(シルト含む)

d島
CiiJ 
:⑧ 
、19)
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極細砂(弱グライ化灰色・青灰色~褐色)
暗黒褐色砂混シルト
暗黒褐色砂混シル卜(多砂)
黒色粘土層(粗砂)
黒色シル卜~細砂

⑮
一
⑩
⑫
⑧
⑧

黄禍色シルト(上穆に鉄分沈着)
黄褐色砂i毘硬貨シルト
褐色細砂
褐色~赤褐色細砂ー粗砂
粗砂

⑩j 
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ci1: 
〉三:

，19; 

:)1)"こ類似
暗黒褐色砂混シル卜(多砂)
黒色シルト
黒褐色中砂~粗砂
:]}'に類似

R
Z
E甘い一一
JUU「円)

暗黒褐色多粗砂混シル卜
⑥に類似
暗黒掲色多粗砂
黄褐色シルト混黒褐色粘土
暗黒褐色砂混シル卜

(広一小山骨骨一ぜ品川)

S 0701・702・715
f 耕作土
主明灰色砂混シルト
亘 黄褐色砂混シJl.-ト(床土)
"j" Fe' Mn等の瓦等
~\ .J"に類似
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A':三7.100m

SO 702・715

← -A'  

S0702 ⑦~⑮l 

S0715 ⑫~⑮ 

2& 

@ 暗灰色細砂

'5 黒色粗砂 i1; 黄灰褐色粗砂混シルト

(1) 暗褐色組砂混シルト

定黒褐色粗砂混シル卜

-3) 黒灰色多混シルト

(4) 文lと類似(やや黒色)
⑮黒灰粗砂混シル卜 舟黄灰褐色シルト~粘質土

• 2;'，tと類似
ぽ 14:，と類似

Cl) :~~と類似

今黄青色粗砂~シルト 明暗黒褐色粗砂混シル卜 (j，よりしきる，シJレト分多)

マ暗褐色中砂 ⑩ 暗黒褐色粗砂漠シルト(~より黒味が少ない)
⑩ 暗黒褐色粗砂・濁褐色中砂(ラミナ 31 暗黒褐色シルト~粘土

〈配 黒褐色粗砂混シルト(黄緑色の地山小ブロッウ多混)

，~)黒色シルト~粘質土

1奇暗灰褐色細砂 '3~ 靖黒褐色粗砂

⑩暗黒褐色中砂・濁褐色中~細砂(ラミナ) 狩黒褐色粗砂;毘シル卜(多砂)

⑩黒褐色多砂シルト
Jl 暗黒褐色粗砂・中砂(ラミナ) 岐l 暗褐色中~細砂(鉄分多)

⑬ 明灰色砂層
営暗褐色粗砂・中砂(ラミナ) ⑨暗黒褐色粗砂混シル卜

(iJ 暗赤褐色硬質粗砂

時暗褐色砂j毘シJレト

(23) 暗灰褐色粗砂・中砂(ラミナ) 減晴灰色粗砂混シル卜

%1'暗灰褐色・反褐色粗中細砂(ラミナ) 切濁黄灰褐色組砂混シJレト(ベース)

H ~~.700m 
⑮暗褐色粗砂混シルト (S0702の崩壊混入) 明黄灰褐色シルト(粗砂を含む)

S0702・715

1 仁暗褐色多)~シルト ⑩暗褐色砂混シルト

ヱ暗褐色多混シJレト(暗黒褐色シル卜のブロッウ混)、11 晴灰褐色シル卜

'.J' 褐色多混シルト ⑫粗砂

'{ 暗黒褐色シルト(少砂混) 川黒褐色弱混シルト

五; 暗黒褐色シJレ卜(多粗砂 14 暗褐色多混シル卜(黄褐色砂混シルトが混る)

:~ 暗褐色砂混シルト {S: 黄褐色砂i毘シルト(暗褐色多混シJレ卜が混る)

H' 

S0702 J-、7

S0715 (8)-H 

IZ) 暗黒褐色粗砂 Q6 暗褐色~黒褐色シJレト~粘土(暗黒褐色シルト混の

旦J 明褐色~晴赤褐色砂(中粒砂~粗砂) 漸移的層・下部やや黒色)

⑨ 青灰色~弱暗灰色細砂 ⑮l 勾lに類似

L=6.700m 

SO 702・715

.1' 明褐色~暗赤褐色粗中粒砂

疋 青灰色~弱暗灰色細砂

fB) 黄褐色砂混シJレト

3，暗褐色~黒褐色シル卜~粘土(黒色粘土混の漸移的層・ 日 黒褐色~暗灰褐色細砂

下部やや黒色 10' 言、と類似

4， 黒色粘土層 '-1 黒褐色粗砂

黒色砂混シjレト '12 黒褐色砂層

13. 黒褐色砂混シJレ卜

S0702 "14 

S0715 1.-'13 

1m 
L「←十一γ Tー←ーー一一一一斗

5，(こずライ化した黄褐色砂混シJレト (15が混じる)

11'. 黒色細砂 14' 暗褐色多砂混シルト(暗黒褐色シJレ卜混)
8.{と類似 "15" 黄褐色砂;EシJレト

第36図 SD 702・715土層断面図
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以上上層出土遺物の時期は，出土遺物の時期に幅があるが， 178・179の黒色土器や184の須恵

器杯， 185・186の須恵器皿などから概ね 9世紀後半頃と考えられる O

199~232は中層出土遺物である(第38図)。

200は土師器杯である。 201~207の土師質警が多量に出土している o 209~212は須恵器坪であ

る。器高の浅いものと深いものがある。 214~216は須恵器蓋である o 217~219は須恵器高台付

杯である o 220~224 は須恵器高台付査である。 225~227 は黒褐色土(第36図土層断面図C-C'

の⑮)出土遺物である。須恵器皿・坪が出土している。時期は 9世紀後半頃である o 228・229

は須恵器高杯である o 230は須恵器聾である O 瓦質焼成気味である。 231は瓦質甑と思われる O

時期は 8世紀後半の遺物も含まれるが，概ね 9世紀後半頃である O

233~246は下層出土遺物である(第39図)。

下層出土遺物もほぼ上層出土遺物と同じ様相で，須恵器杯・皿，壷，蓋，窒，土師質管状土

錘などが出土している。 244は軟質の緑柏陶器小椀である o紬はにぶ、い黄樺色を呈する。京都系
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第39図 S D 702 (下層・最下層)出土遺物実測図
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のものである。

時期は概ね 9世紀後半頃である。

247~257は最下層出土遺物である(第39図)。

247は土師器血(盤)である o 251は須恵器皿である o 252~254は須恵器坪である。底部はヘ

ラ切りされ，体部は直線的に外上方に延びる o 257は丹波国篠窯系の小査で、ある。底部は糸切り

されている。

時期は概ね 9世紀後半頃である。

以上， S D702出土遺物を上層~最下層に大別してみてきた。その結果， S D702の時期は各

層には時期幅があるが，緑柏陶器や須恵器杯などから概ね 9世紀後半頃に比定できる。しかし，

8世紀の遺物も含まれることから， S D702の掘削時期は 8世紀まで遡る可能性が考えられる O

S D707 

S D707 はV~3 区北側で検出した溝である。ちょうど S D701で検出した井堰部分から北に

派生する溝で，取水溝である O やや蛇行しながらそのまま西方向に延び，建物群のほぽ中央を

横切るように延びる。規模は天幅約1.5m，検出面からの深さ約0.54mを計る。 SD22と切り合

い関係があり， S D22によって削平されている。

258~269は上層出土遺物である(第40図)。

須恵、器に杯・蓋・双耳短頚壷・広口壷・警と多器種出土している。

270・271は下層出土遺物である(第40図)。

270は瓦器椀である O 体部内外面に 1mm程度の細かいへら磨きが密に施され，口縁端部内面に

は沈線が認められる。

時期は出土遺物から270の瓦器椀が11世紀末から12世紀前半の時期であるが，遺物の大半は 9
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第40図 S D 707 (上層・下層)出土遺物実測図
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世紀後半のもので， 270を混入と考え， S D707の時期を 9世紀後半とする。したがって SD701 

で検出した井堰の構築時期を 9世紀後半としたい。

5 D708・709
S D708はV-3区南西隅で検出した溝で，南東方向から屈曲し，西方向に延びる溝である。

規模は天幅約1.0m，検出面からの深さ約0.24mを計る。

272は土師質鍋である。 273は縄文土器である(第42図)。

時期は出土遺物から古代と考えられる。

S D709はV-3区南西隅で検出した溝で，南東方向から北西方向に延びる溝である。規模は

天幅約1.2m，検出面からの深さ約O.l1mを計る。

時期は溝内から土師質土釜(第42図274)が出土していることから，中世と考えられる。

ー/山二ミ~下、
一三一¥

回画面面
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第42図 SD708・709出土遺物実測図

5 D710・712
S D710はV-3区南西部で検出した溝で，南東方向から北西方向に延びる溝である。規模は

天幅約1.42m，検出面からの深さ約0.54mを計る o

溝内から多量の縄文土器が出土している(第43図275'"'-'289)。

275'"'-'280は深鉢である。口縁端部は拡張させず，そのまま丸く終わらせる。 278の頚部には縦

方向に数条の沈線が施されている。 280は波状口縁を呈し，口縁部外面にやや太めの沈線が施さ

れている。 281'"'-'288は浅鉢である。ボール状を呈するもの (281'"'-'283) と頚部が屈曲するもの

(284・286)がある。 281は口縁端部に内外からの穿孔が認められる。 282・283は口縁端部外面

が肥厚し，やや太めの平行沈線が施されている。 283は波状口縁を呈する。 284は体部外面にや

や太めの平行沈線と輪状の沈線を組み合わせた文様が施されている。 285・286は外面に縄文が

施されている。 287・288は口縁端部内面を肥厚させるものである。

時期は出土遺物から縄文時代後期である。

S D712はV-3区南西部で検出した溝で，南東方向から北西方向に延びる溝である。掘方が

明瞭ではなく，規模は不明である。自然の流路と考えられる。

溝内から多量の縄文土器が出土している(第43図290'"'-'299)。

290'"'-'293・298は浅鉢である。体部外面に縄文や平行・輪状の沈線が施されている。 295・297

は深鉢である。口縁部は波状口縁を呈し， 295は口縁端部を上下に拡張している。拡張された口
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縁部外面には長方形状の沈線が施されている。 299は注目土器である。

時期は出土遺物から縄文時代後期である。
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S D713・714
S D713・714は調査区西部で，ほぽ南北方向に検出した溝である。 SD702と直行するように

北方向に延びるもので，西側の溝がSD713で，東側の溝がSD714である。溝聞の距離は約 3

mで，ほぽ等間隔に流路を取る。ちょうどこれらの溝以西で検出している建物群の東側を区画

する溝である。

S D713はSD702から西側で北に延びる溝で，規模は天幅約0.92m，検出面からの深さ約0.42

mを計る。 SD713の流路方向は，真北から約 20東偏しており，明らかに SD02に直行している

ことが解る。建物群の東限を画する溝である oS D702とは第41図土層図N'-Nでみると切り合

い関係がなく，ほぽ同時期に機能していたことが解る。

溝内から土師器・須恵器が出土している(第44図300-----304)。

300は土師器杯である。底部から体部は内脅し，口縁端部内面に沈線を持つ。所謂土師器坪C

である。 301は土師器杯で，底部は平底と考えられ，やや内轡気味の体部から口縁端部を内方に

屈曲させ，内面に沈線を持つ。 302は須恵器高台付杯である。 303・304は須恵器高杯である。脚

がやや長く， 304は脚部中央に 1条の沈線が認められる。

時期は出土遺物から 7世紀後半頃と考えられる o

したがってほぽ同時期と推定される SD702の時期が， 7世紀後半まで遡ることが考えられる

結果となった。

S D714もSD713と同様に SD702から東側で北方向に延びる溝で，規模は天幅約1.18m，検

出面からの深さ約0.23mを計る。 SD702から派生するものであるが，ちょうどその部分がSD

701によって削平されているために，明確な切り合い関係は不明である。

溝内からはSD713と同様に土師器・須恵器などが出土している(第44図305-----321)。

出土遺物は大別して最上層・上層・下層に分けて取り上げた。

305-----307は最上層出土遺物である(第44図)。

305は土師器高杯の坪部口縁と考えられる。 306は土師質聾， 307は土師質鍋である o 308は須

恵器蓋である。口縁端部を三角形状に短く下方に屈曲させる。

時期は 8世紀と考えられる。

309-----318は上層出土遺物である(第44図)。

309は土師器坪である。平底の底部から体部がほぼ直角に屈曲し，口縁端部を短く外方に屈曲

させ，内面に沈線を持つ。底部内面には連弧状のへら磨きが，体部外面には横方向のへら磨き

が施されている。 310は土師器皿， 311は土師器杯である。 310は底部がへラ削りされているもの

で，底部と体部の境に明瞭な稜を持つ。 312は土師器高坪である。脚部外面は縦方向のへラ削り

により面取りされている。 314は須恵器蓋である。器高の高いもので，口縁端部をやや下方に屈

曲させる。 315・316は須恵器坪である。 317・318は須恵器査である。 318は底部に断面方形の高

台が付いている。

時期は 7世紀後半から 8世紀前半と考えられる。

319-----321は下層出土遺物である(第44図)。

大型のもの (320・321)と小型のもの (319)があるが，全て土師質聾である。

時期は 7世紀と考えられる。

各層出土遺物から， S D714の時期が若干の混ざり込みもあるが概ね 7世紀後半から 8世紀前

半の時期と考えられ，出土遺物から SD713とSD714が同時期に機能していたことが解る。
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S D715 

S D715はほぼSD702と並走する溝で，平面検出ではV-3区東部でSD702と別れて検出し

ているが，中央部では， S D702を切るように流路を取り，西部では北側から屈曲してきたSD

701によってほぽ完全に削平されている。西部では土層断面から部分的に堆積土が確認できる程

度である。規模は中央部で，天幅約2.36m，検出面からの深さ約0.9mを計る o 流路方向はほぼ

S D702と同じで，東西流路方向が，東西方向より約 20北に流路を取る。

堆積埋土は第36図土層断面H-H'でみると最上部に SD701の堆積土があり， S D701が機能

していた時期に SD715は完全に埋没しておらず，やや窪み状を呈していたことが解る。本来の

S D715の埋土はその下部にあり，細砂あるいはシルト層を基本とした層で，上部が暗灰色砂層

で，下部が褐色~赤褐色の細砂~粗砂を中心とする層である。

溝内から須恵器・土師器・瓦などが出土している。

遺物はV-4区では大別して上・中・下層で取り上げ， VI区では層ごとと最下層で取り上げ

ているためにゲそれに沿って説明する。

322-----327は上層出土遺物である(第45図)。

322は器高の低い土師器杯である。底部はへラ切りされ，体部はやや内脅し，口縁端部を外反

させ，内面に沈線状の凹を持つ。 323は黒色土器A類椀である。 324は土師器皿である。 325は須
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恵器坪である。底部はへラ切りされ，体部は直線的にほぼ上方に屈曲する。 326は須恵器高台付

杯である。 327は須恵器高台付査である。

328-----335は中層出土遺物である(第45図)。

328は土師器杯である。 329は土師質聾である。体部は直線的で，口縁部はほぼ水平に屈曲す

る。 330は土師質土錘である。 331は土師質警である。口縁部下に鍔が付くもので，口縁端部は

内方に屈曲させる。

336-----355は下層出土遺物である(第46図)。

336は黒色土器A類椀である。かなり薄く作られており，おそらく畿内産のものと考えられる。

337-----339は土師質歪である。頚部が「く」の字に屈曲するものと口縁部下に鍔が付くものがあ

る。340-----342は須恵器杯である。底部はへラ切りされ，体部は直線的に外上方に延びる。343-----345

は須恵器蓋である。 343は天井部に高台状のつまみが付くものである。 346は須恵器高台付坪で

ある。 347-----350は須恵器査である。 347は短頚査で， 349・350は底部に高台の付くものである。

351は須恵器円面硯である。陸部から脚部が一体成形されているもので，脚部には12個の長方形

の透しがある。 353は窯道具と考えられる。断面三角形状を呈し，窯床の傾斜面に下面は合致す

るものである。

356-----371はVI区SD715出土遺物である(第47図)。

356-----358は第24図土層図R'-Rの⑮層出土遺物で， 359-----362は下層(砂層)出土遺物である。

363-----371は最下層出土遺物である。器種組成的にはほぼV-3区出土遺物と同様である。

時期はV-3区の上層として取り上げた中には，堆積土の部分で述べたように SD701の堆積

が確認できることから新しいものが含まれている。したがって SD715の時期は中層・下層・最

下層出土遺物から 9世紀後半を中心とし， 10世紀初頭頃までと考えられる。
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S D716 ・717
S D716 ・ 717 はV~3 区南東隅で検出した溝である。

S D716は南東隅部分を北東方向から南西方向に弧を描きながら延びる溝で，検出長は約12m

と短い。規模は天幅約3.78m，検出面からの深さ約0.62mを計る。堆積埋土は細砂~粗砂を基

本としている O

372~376 は S D716出土遺物である(第48図)。

372~374は須恵器高台付杯・蓋である o 375は土師器杯で， 376は土師質窒である。

S D716は土層断面から SD717より新しいことが解り，更に SD717はSD701より新しいこ

とが確認できる。また，出土遺物からの時期は 8世紀， 10世紀の遺物が出土しているが，土層

観察結果から SD717より新しいので， S D716の時期は12世紀以降と考えられる。

S D717は南東隅部分を南東方向から北西方向に延びる溝で，検出長は約 5mと短い。規模は

天幅約3.2m，検出面からの深さ約1.64mを計る O 堆積埋土は細砂~粗砂を基本とし，ほぼSD

716と同じであるが， S D716が褐色系を基調とするのに対して SD717は青灰色系を基調として

いる O

377はSD717出土遺物の黒色土器B類椀である。

土層断面から SD701より新しいことが解り，また出土遺物から SD701の埋没時期とほぼ同

じくらいの12世紀後半頃と思われるo
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5 D719"-'723・727・729・730

S D 719"-'723・727・729・730はV-3区北西部で検出した溝である。

S D722はV-3区のほぽ中央でSD701から北側に派生した溝である。ちょうどSD701内で

検出した井堰部分にあたり，井堰の部分でも述べたがSD722はSD701からの取水溝と考えら

れる。ちょうど同じ部分に SD707の流路があり，取水付近では切り合っており，西部分で流路

をほぼ北方向に屈曲させる。土層観察によると SD722が新しいことが解る。規模は天幅約1.24

m，検出面からの深さ約0.7mを計る。
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時期は和泉型瓦器椀(第50図386)などから12世紀後半頃と考えられる。

S D722を井堰を使用しての取水溝と考えると井堰の使用期間が10世紀から12世紀の間と考

えられ，長期間使用されていた可能性が考えられる O

S D730はSE701から北西方向に延びた溝である。おそらく SE701からの排水溝と考えら

れる O 溝内からは直径3.6cm，厚さ 1mm程度の無文の小型銅製儀鏡(第50図395)が出土してい

る。井戸の廃絶時の祭杷に伴うものと考えられる。

時期はSE701と同時期の 8世紀前半頃と考えられる O

S D735-----737・739・748
S D735~737 ・ 739 ・ 748 はVI区で検出した溝で、ある O

S D735はVI区で検出した溝で，西に開く「コ」の字型に流路を取る。

規模は天幅約0.37m，検出面からの深さ約O.09mを計る O 北西部でSB

701を検出していることから， S B 701を取り囲む溝と考えられる O

溝内から須恵器・土師器などが出土している(第52図)。
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第51図 SD 735土層

断面図

396は須恵器蓋である O 口縁端部を下方に短く屈曲させる。 397は須恵器高台付坪である o 398 

は須恵器査である O 頚部は外反し，口縁端部は上面に面を持つように僅かに拡張している。

時期は出土遺物より 8世紀前半頃と考えられる O 掘立柱建物の時期が古代であることからこ

こでは掘立柱建物SB701に伴う溝と考える O
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5. 不明遺構

S X 701・702(第53図)

S X701はV-3区北西部で検出した不明遺構である。ちょうどSD707の上部で検出したも

ので，平面形態は溝状を呈する。

遺構内から須恵器・土師器が出土している。

406は須恵器高杯である。坪部は須恵器蓋を逆転させたもので，口縁端部は短く上方に屈曲さ

せる。

出土遺物から時期は 8世紀頃と考えられるが， S D707の上面で検出していることから， SD

707の時期 (9世紀後半)より新しいことが解り， S X701も9世紀後半以降と考える。

S X702はV-3区

北西部で検出した柱穴

状を呈するものであ

る。平面形態は円形に

近い楕円形で，規模は

長幅約28cm，短幅約24

cm，検出面からの深さ

約13cmを計る。掘り方

ほぽいっぱいに土器が

口縁部を下方に向け，

L=5.800m 

①灰黄色シルト 0 20cm 
②暗灰褐色砂質土

斜めに埋められてい 第53図 SX 702平・断面図

る。底部は削平により，

壊されたものと考えら

れ，現存しない。

「 γpr

10cm 

回画面画面

第54図 SX 701・702出土遺物実測図

掘り方いっぱいに埋められていることから地鎮遺構の可能性が考えられる。

掘り方内から出土した遺物は，備前焼査である(第54図407)0体部は丸く，肩の張りはあま

りなく，頚部はほぼ直立し，口縁端部は丸く仕上げている。

時期は中世後半頃と思われる。

6. 柱穴出土遺物

408-----425は柱穴出土遺物である(第55図)。

408はSP 7047出土の銀環である。遺物はこの銀環だけで，地鎮に伴う遺物と考えられる。 421

はSP7165出土の柱材である。芯持ちの柱材で，樹種はノグルミである。

その他にこの柱穴からは須恵器・土師器・土師質土器などが出土しており，概ね 8世紀から

9世紀頃のものである。

7. 包含層出土遺物

426-----485は包含層出土遺物である(第56・57図)。

須恵器・土師器・土師質土器などが多量に出土しており，概ね 7世紀から 9世紀頃の遺物を

中心としている o
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第 2表柱穴一覧表

遺構番号 出 土遺物 土色・質 時 期 遺構番号 出 l 遺物 土色・質 時 期

SP7001 A SP7065 R 

SP7002 A SP7066 E 

SP7003 A SP7067 須恵器 A 古代

SP7004 D SP7068 B 

SP700S A SP7069 A 

SP7006 A SP7070 A 

SP7007 51'7071 ，1:師質建 E 古代

51'7008 5P7072 土師質~，鉄釘 A 中t!t

SP7009 A SP7073 十自巾質斐 B 古代 SB704 

SP7010 B SP7074 土師器，須恵器 E 古代

SP7011 SP7075 E 

SP7012 B SP7076 A 

SP7013 B SP7077 E 

SP7014 R 5P7078 土師器，土師質土器 A 内f1:;

SP7015 B 51'7079 A 

SI'7016 SP7080 須恵器 A 占代

SP7017 SP7081 土師質ト器 A 古代

SI'7018 B SP7082 A 

SP7019 上師質土器 A 古代 5P7083 A 

5P7020 D 51'7084 E 

SI'7021 C SP708S E 

SP7022 B 51'7086 ! B 

SP7023 B SP7087 土師質土器 B 占代

42: C 

B 

SP70自白 B 

SP7089 縄文土器 縄文?

SP7026 B 5P7090 

SP7027 B SI'7091 

SP7028 B SP7092 

SP7029 A 5P7093 

SP7030 A 5P7094 

SP7o:l1 E 5P7095 

SP7032 B SP7096 

SP7033 A SP7097 サヌカイ卜 弥生つ

SP7034 B SP7098 

日P7035 A 51'7099 

SP7036 A SP7100 土師器，須恵器，土師資土器 古代

SP7037 B SP7101 j師質土器 古代

51'7038 B SP7102 土師器 古代

SP7039 B SP7103 

SP7040 縄文土器鉢 B 縄文? SP7104 b鍍 縄文?

SP7041 A SP7105 土師質土器 古代

5P7042 B SP7106 十師号¥1，土師質土端 古代

SP7043 E SP7107 土師器，土師質土器 G 占代

SP7044 B SP7108 G 

5P7045 土師器，土師質土器 A 下片代 SP7109 土師質土器 G 古代

SP7046 B SP7110 G 

51'7047 銀環 E 占墳 日P7111 土師質土器 H 肯代

SP7048 A SI'7112 土師質j器 G 古代

SP7049 E SP711:l G 

5P7050 B SP7114 G 

SP7051 A SP7115 

SP7052 A SP71l6 須恵器坪B・者，土師質土器 9 世紀末~10世紀則半

SP7053 l師器， j師質上器 B 古代 S1'7117 須恵器坪，土師質土器 J 古代

SP7054 E SP71l8 須恵端， +8市質|器 H 古代

SP7055 E SP7119 須恵器，土師器小皿 J 占代

SP7006 A SP7120 土師器 J 古代

SP7057 SP7121 須恵骨量杯童， 卜師質土器 7世紀

SP7058 E SI'7122 G 

51'7059 A SP7123 須;古器河"十師質婆 J 古代

5P7060 A SP7124 l師質土器，土鍾 H 山代

51'7061 上師質斐 B 古代 SP7125 F 

5P7062 E SP7126 土師質土器 F 古代

日P7063 E SP7127 土師質婆 J 古代

5P7064 竺l SP7128 一上師蛍斐 F 古代

~ 63 



ヨ言語蚕亨
「

出土遺物 土色・質 時 期

51'7129 土師質 h器 G 古代

SP7130 上師質察 G 山代

51'7131 土師質窪 J 肯代

日5112
i師出，須恵器f不B J 9 世紀末~10世紀日IJ半

133 須恵器，土師質ゴ器 J 古代

SP7l:l4 十自巾標 G 

SP7135 

SP7136 H 

SP7137 上師質警 F 山14; SB702 

SP71:18 七師質:卜令器 F 古代 SB702 

SP7139 円
SP7110 J 

51'7141 

SP7142 須忠器，土師質土器 古代目B703

SI'7143 ! 

SP7144 i師質士器 G 古代

SP714ei 

SP7146 1 帥質土.~~ 古代

SP7147 II 

SP7148 土師質土器 G 古代

SSFP7711 489 0 
F 

須恵器壷，土師質土器 じ 7世紀 SB702 

SP7151 (; I 

日1'7152 G 

S5FP7711553 4 
土白IIJ質士官'~ G 古代 5B703 

土師器，土師質土器 G 占f~ SB703 

己P7155 須恵器婆 G 古代 5B70:l 

SP7156 !師器，須恵掛町:盆.1自巾資要 G 7世紀

SP71，，7 土師器，土師質土器 G 古代 5B703 

SP7158 須忠:器. .1.目的質土器 i 1 古代

SP7159 上師質二I.i*i M1; 

SP7160 

S1'7161 

S1'7162 土師質笠 古代 SB70j 

~一S一S一FF一一11663 4 
土師器，須恵器長頚査，蛸J台 G 古i4; SB702 

51'7165 木製品 心

SP7166 七師質 l器 占代

S1'7167 F 

51'7168 

SP7169 G 

SP7170 

S1'7171 土師質土器 古代

SI'7172 縄文土器 G 縄文?

SP7173 l肘#払須恵端斐 I 古代

i S1'7174 

SI'7175 

SP7176 須恵器査，土師質主主 8世紀

51'7177 

l|SSPP7711778 9 
J 

トー
I 

SP7180 

SP7181 

51'7182 G 

SP71向3 土師質土器 "'f1; 

111 |師長一i器 古代

S1'7186 

51'7187 土師質土器 古代 5B702 

S1'71自8

SP7189 

S1'7190 

SI'7191 

ョ;:;;
SP7194 

遺構番弓 出土遺物 土色・質 時 期

I SP7195 G 

SI'7196 

SP7197 

SP7198 G 

5P7199 

SP7200 (; 

5P7201 l 

S1'7202 

SI'72IJ3 黒色土器A頴椀，須恵器何、，土師質上器 I 9 世紀末~10世紀月IJ半

S5FP7722004 5 

S5PP77 206 
207 

SSSFPP777222001自
卜一一

S1'7211 須恵器坪B

SP7212 土師質上器，砥石

SP7213 

SP7214 

S1'7215 

SI'7216 

SP7217 須恵器川、奈

51'7218 

51'7219 

SP7220 

1SP7221 1 

5Pi222 

51'7223 

51'7224 

日P722o 二上師質土器

51'7226 

51'7227 

51'7228 土師質土器

51'7229 i師質建

日1'7230

日231
32 

SP7233 

SP72:l4 

SI'7235 土帥質土器

51'7236 

SP7237 土師器士不

SI'7238 

51'7239 

SP72，1O 

S1'7241 日出資士器

出P7242 須恵器

SI'7243 

暗記iト一一一

柱穴JI{!士色調及び質一覧

A...灰色シノレト

目 黒褐色砂混シノレ卜

c-..明快褐色砂質シノレト

Il ・褐色砂

E 褐黒色砂混シ yレ卜

F 粗砂混暗褐色シノレト

G 組砂混黒灰色シノレ卜

H 黄色土プ口、ツク出黒色粘質[

I 黒色粘y凶J:

j 淡褐色li'TiT土
K 暗ば褐色シノレト

L...黄灰褐色シノレト

1¥1...暗褐色シルト
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自世紀

K 

M 

K 

K 

K 

K 
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一一 K 
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i K 

K 
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K ずI代
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K 8世紀
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SB71ll 
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第 4章 自然科学的分析

第 1節 小山・南谷遺跡から出土した木質遺物の樹種
パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに
小山・南谷遺跡は，高松平野の北東端に位置する。発掘調査により，奈良・平安時代の井堰・

井戸・掘立柱建物跡等が検出されている O これらの遺構からは，構築材の一部が出土している。
井堰の構築材については，本遺跡の南東に位置する上天神遺跡や，丸亀平野の川津下樋遺跡で
も出土しており，その樹種が明らかにされている(パリノ・サーヴ〉エイ株式会社， 1996)。しか
し，時期はいずれも弥生時代であり，奈良・平安時代の井堰の樹種を明らかにした例は知られ
ていない。一方，奈良・平安時代の掘立柱建物については，丸亀平野の郡家一里屋遺跡や川津
中塚遺跡等で報告例があるが(パリノ・サーヴェイ株式会社， 1993 b)，高松平野では類例が知
られていなし〉。井戸材については，郡家一里屋遺跡で時期不明の資料があるが，他に調査例は
知られていない。このことから，今回出土した井堰・井戸・掘立柱建物の構築材は，植生およ

び用材選択の地理的差異や変遷等を知る上で貴重である O

本報告では，これらの構築材について樹種を明らかにし，過去の調査例と比較しながら用材
選択や植生について考察する O

l.試料
試料は，奈良・平安時代の井堰構築材や板材など31点(試料番号1'"'-'31)である。各試料の詳

細は，樹種同定結果と共に第 3表に記した。

2. 方法
剃万の刃を用いて木口(横断面)・柾目(放射断面)・板目(接線断面)の 3断面の徒手切片

を制作し，ガム・クロラール(抱水クロラール，アラビアゴム粉末，グリセリン，蒸留水の混
合液)で封入し，プレパラートを制作する。制作したプレパラートは，生物顕微鏡で観察・同

定する。

3. 結果
樹種同定結果を第 3表に示す。試料には，樹皮が5点(試料番号1， 2， 6， 18， 19)認め

られた。試料番号28は，仮道管を主とすることから針葉樹であることは判断できたが，保存が
悪く種類の同定には至らなかった。試料番号10は木材組織の観察が行えず，不明とした。その
他の試料は，針葉樹5種類(モミ属・スギ・ヒノキ・サワラ・カヤ)と，広葉樹 5種類(ノグ
ルミ・ヤナギ属・コナラ属コナラ亜属クヌギ節・ケヤキ・ウツギ属)に同定された。各種類の

主な解剖学的特徴を以下に記す。

-モミ属 (Abies) マツ科
仮道管の早材部から晩材部への移行は比較的緩やかで，晩材部の幅は薄い。放射組織は柔細

胞のみで構成され，放射柔細胞の壁は粗く，じゅず状末端壁が認められる O 分野壁孔はスギ型
で 1'"'-' 4個。放射組織は単列， 1 '"'-'20細胞高0

・スギ (Cryptomeriajaρonica (L. f.) D. Don) スギ科スギ属
仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で，晩材部の幅は比較的広い。樹脂細胞はほぼ

晩材部に限って認められる O 放射組織は柔細胞のみで構成され，柔細胞壁は滑らか，分野壁孔

はスギ型で 2'"'-'4個。放射組織は単列， 1 '"'-' 15細胞高0

・ヒノキ (Chamaecyparisobtusa (Sieb. et Zucc.) Endlcher) ヒノキ科ヒノキ属

仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やか~やや急で，晩材部の幅は狭い。樹脂細胞は晩
材部に限って認められる。放射組織は柔細胞のみで構成され，柔細胞壁は滑らか，分野壁孔は

ヒノキ型~トウヒ型で 1'"'-'3個。放射組織は単列， 1 '"'-' 15細胞高0

・サワラ (Chamaecy仰rzsρlSl.たra(Sieb. et Zucc.) Endlcher) ヒノキ科ヒノキ属

仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で，晩材部の幅は狭い。樹脂細胞は晩材部に限
って認められる。放射組織は柔細胞のみで構成され，柔細胞壁は滑らか，分野壁孔はスギ型~ヒ
ノキ型で 1'"'-' 3個。放射組織は単列， 1 '"'-' 15細胞高。
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第 3表 樹種同定結果

五ヰ 出土地区・試料名など 時代・時期 用途など 樹 種

V3区 s68S ])701 井摂K15 55 奈良・平安時代 杭井堰構築材 |樹皮1 
2 V 3 12{ B69 S D701 井堰K5 56 奈良・平安時代 樹皮

3 V3区 B69S D701 井坂K9 56 奈良・平安時代 井堰構築材 コナフ属コナラ亜属クヌギギ節節

4 V3医 B69S D701 井堰Kl1， K10 60 1/2 奈良・平安時代 井堰構築材 コナフ属コナフ亜属クヌ

口 V3区 B69S D701 横木 60 2/2 奈良・平安時代 井堰の横木 ヤナギ属

6 V3区 B69S D701 井堰K2 6:) 奈良・平安時代 井堰構築材 樹皮

7 VI 区 B74S D701 中・下回 64 奈良・半安時代 井堰構築材 ヤナギ属

8 V3V s69 SD701 )1堰H3 66 奈良・平安時代 井堰構築材 ウツギ、属

9 V3区 B69SD701 井堰H3 662/2(小) 奈良・平安時代 井堰の横木 ウツギ属

10 V3区 B69S D701 W22 70 奈良・平安時代 板材 不明

11 V3区 B69SD701 W19 71 奈良・平安時代 板材 モミ属

12 V3区 B69S D701 井腹H2 72-No.1 奈良・平安時代 井堰構築材 コナフ属コナブ亜属クヌギ節

13 V3区 B69SD701 井堰H2 72-No.2 奈良・平安時代 井堰の横木 コナブ属コナブ亜属クヌギ節

14 V3区 A71S P7165 柱根 77 奈良・平安時代 掘立柱建物の柱根 ノグノレミ

15 V3区 A69SE70183-Wア 11 奈良・平安時代 井戸構築材 ヒノキ

16 I V 3 fX: A69 S E701 86W-21 奈良 'f安時代 井戸構築材 サワフ

17 I V 3区 A69S D70l 井堰 87 1/5 奈良・平安時代 井堰構築材 ケヤキ

18 I V 3 V A69 S D701 井堰K7 87 2/5 奈良・予安時時代代 井堰構築材 間);!.(

ド ftjV3区 A69S D701 井堰K4 87 3h ..一 奈良・平安 井堰構築材 樹皮

1 ~? ! ~ ~区 A69 S D701 井堰K3 R7山 奈良・平安時代 井堰構築材 コナフ属コナァ亜属クヌギ節

奈良・平安時代 井堰構築材 ケヤキ! 21 IパVア 3区 A69SD701 K 87 NO.5 
22 I V:)区 A69SE701 W20 88-No.1 奈良・平安時代 井戸の板材 -H~'キ23 V3区 A69S E701W1788-No.2 奈良・平安時代 井戸の板材

24 V3区 A69S E 701 W23 89-No.1 奈良・平安時代 井戸の板材 ヒノキ

25 V3区 B68S D701 K14 89-No.2 奈良・平安時代 井堰構築材 コナブ属コナラ亜属クヌギ節

26 V3区 B68S D701 井堰W15 89 '10.3 奈良・平安時代 井堰構築材 ヒノキ

27 V3区 B68S D701 K13 89-No.4 奈良・平安時代 井壊構築材 コナブ属コナラ曹属クヌギ節

卜3日173区 A69S D701 W16 90 No.1 十ト五奈で良・平安時代 井堰構築材 針葉樹

3 T玉A69SD701 W13 90-No.z 良・平安時代 井堰構築材 ヒノキ

30 I V 3区 A69S D701 W22 90-No.3 奈良・平安時代 井堰構築材 スギ

:n I V 3区 A69S D701 Wl4 90 奈良・平安時代 井堰構築材 カヤ

-カヤ (Torrey.αnuci;をraSieb. et ZUCC.) イチイ科カヤ属

仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で，晩材部の幅は薄い。放射組織は柔細胞のみ
で構成され，柔細胞壁は滑らか，分野壁孔はトウヒ型~ヒノキ型で 1~4 個。放射組織は単列，
1 ~10細胞高。仮道管内壁には対をなしたらせん肥厚が認められる。
・ノグルミ (Ptatycaηα strobilaceaSieb. et Zucc.) クルミ科ノグルミ属

環孔材で孔園部は 3~4 列，孔圏外で急激に管径を減じ，塊状に複合し斜方向~火炎状に配
列する。道管は単穿孔を有し，壁孔は交互状に配列，小道管内壁にはらせん肥厚が認められる O

放射組織は異性III型， 1 ~ 6細胞幅， 1 ~30細胞高。しばしば結品を含む。
・ヤナギ属 (Salix) ヤナギ科
散孔材で，道管は年輪全体にほぽ一様に分布するが年輪界付近でやや管径を減少させる。管
壁厚は中庸で，横断面では楕円形~やや角張った楕円形，単独および 2~3 個が複合する。道
管は単穿孔を有し，壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性，単列， 1 ~15細胞高。
・コナラ属コナラ亜属クヌギ節 (Quercussubgen. Lψidobalanus sect. Cerris) プナ科
環孔材で，子L園部は 1~3 列，孔圏外で急激に管径を減じたのち，漸減しながら放射状に配

列する O 道管は単穿孔を有し，壁孔は交互状に配列する。放射組織は向性，単列， 1~20細胞
高のものと複合放射組織とがある。柔組織は周囲状および単接線状。
・ケヤキ (Zelkovaserrata (Thunb.) Makino) ニレ科ケヤキ属

環孔材で孔圏部は 1~2 列，孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減，塊状に複合し接線・斜
方向の紋様をなす。道管は単穿孔を有し，壁孔は交互状に配列，小道管内壁にはらせん肥厚が
認められる O 放射組織は異性凹型， 1 ~10細胞幅， 1 ~30細胞高で，結品が認められる O
・ウツギ属 (Deutzia) ユキノシタ科

散孔材で管壁は薄く，横断面では多角形，単独であるがまれに複合する。道管の穿孔は階段
状となる。木繊維の内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は大型の異性で 1~4 細胞
幅，鞘細胞が認められる O

4. 考察
井堰の構築材には，針葉樹 3種類(ヒノキ・スギ・カヤ)，広葉樹 4種類(クヌギ節・ヤナギ
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属・ウツギ属・ケヤキ)と樹皮が認められた。このうち樹皮は，実測図を見る限り，先端を加
工した丸杭である。全ての試料で樹皮と考えられる部分が認められることから，試料採取時に
樹皮のみを採取した可能性がある。今後材の部分で再度樹種同定を行い，樹種を明らかにした
し ~o

本遺跡、の南東に位置する上天神遺跡では，弥生時代の遺跡構築材の樹種が明らかにされてい
る(パリノ・サーヴェイ株式会社， 1995)。その結果では，クヌギ節を中心に 8種類の木材が確
認された。これらの種類は，井出東 I遺跡の調査結果から(能城・鈴木， 1995)，周辺に生育し
ていたことが推定される。このことから，井堰の構築材には，周囲で入手が容易な木材が利用
されていたことが推定される。しかし，多肥松林遺跡や林・坊城遺跡の花粉分析(パリノ・サ
ーヴェイ株式会社， 1993 a )で比較的多く確認されたアカガシ亜属は 1点も確認されていな
い。このことについては，アカガシ亜属が農具などの素材として重要な種類であることから，
意図的に使用されなかった可能性が指摘されている。

これらのことを考慮すれば，今回確認された種類も，基本的には遺跡周辺に生育していたと
考えられる。確認された種類から，遺跡周辺にはクヌギ節等を中心とした落葉広葉樹が生育す
る植生が見られたと考えられる。また，ヤナギ属は周辺の河道沿いなどに生育していたことが
推定される。上天神遺跡と比較すると，暖温帯常緑広葉樹に特徴的なシイノキ属などが確認で
きない点で異なる。このことから周囲の植生が異なっていたことの可能性があるが，それが地
理的な差なのか，時代時期変遷なのかは断定できない。針葉樹のヒノキやサワラは，本遺跡の
井戸材をはじめ，周囲に位置する遺跡で出土した木製品に多数確認されている(鈴木・能城，
1995)。このことから，制作時にでた枝などの余材が利用されたり，廃材が転用された可能性も
ある。
井戸材は，モミ属・スギ・ヒノキ・サワラが確認されたo いずれも針葉樹という点で一致し

ている。針葉樹材は，木理が通直で板状の加工が容易である。また，ヒノキ・サワラは，日本
産木材の中でもとくに耐水性が高い木材の一つであり，井戸材としては適材である。各地で行
われた井戸材にもヒノキ属を中心とした針葉樹が多数認められている(島地・伊東， 1988)。今
回の結果もこれまでの類例と調和的であり，適材を選択的に利用した可能性がある。
掘立柱建物の柱はノグルミであった。香川県内では，主に丸亀平野に位置する遺跡で古代の

柱材について樹種同定が行われている(パリノ・サーヴェイ株式会社， 1993 b)。その結果を見
ると，クヌギ節・複維管束亜属(ニヨウマツ類)・スギ等が確認されており，特定の種類が利用
されていたとは考えにくい。竪穴住居跡等の構築材が遺跡周辺の植生を反映していること(高
橋・植木， 1994) を考慮すると，掘立柱建物の柱材も遺跡周辺で入手可能な種類を利用した可
能性がある o 今後類例を蓄積することにより，その実態が明らかとなろう o
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木材(1 ) 

E
'
e

・ι
n
a

3a 

1.モミ属 (試科番号 11) 

2スギ (試科番号 30)

3.ヒノキ (試科番号 29)

a:木口， b:柾目 t C:板目

-・・ 200μm:a
圃圃園圃 200μm:b，c

第58図樹種顕微鏡写真(1)
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木材(2 ) 

4サワラ (試科番号 16) 
5.カヤ (試科番号 31) 
6ノグルミ (試科番号 14) 
a.木口， b:柾目， c:板目

第59図樹種顕微鏡写真(2)

-71-

圃・・ 200μm:a ・・・・・・・・ 200μm・b，c



木材(3 ) 

7ヤナギ属(試科番号7)

8.コナラ属コナラ亜属クヌギ節(試科番号 27)
9ケヤキ(試科番号 21) 
a:木口， b:柾目， c:板目

第60図樹種顕微鏡写真(3)
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-・・ 200μm:a ・・・・・・・I 200μm:b，c 



木材(4 ) 

10ウツギ属 (試特番号 9) a:木口， b:柾目，c:板目

第61図樹種顕微鏡写真(4)
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-・・ 200μm:a ・・・・・・・・ 200μm:b，c 



第 2節 5 D730出土素文鏡について

小山・南谷遺跡出土の素文鏡は破片小鏡ではあるが，鉦は中心に位置し，圧延の痕跡も認め

られず，紐の接合痕跡もない。また，蛍光X線分析によると，成分が純銅ではなく錫・鉛が含

まれていることから青銅の鋳造品と考えられる。面径は3.6cm，厚さ 1mm程度のものである。

平城京跡出土の素文鏡と比較すると，平城京跡出土鏡は鉦の位置が中心からずれ，厚さが一

定せず，端部が薄くなる。また，鏡背に敵打による圧延痕と考えられる跡が残るものがある。

しかし，面径に関する規格性が認められることからも，両者が一連のものであることは間違い

ない。時期的にみると平城京出土のものより古い可能性が高いことから，唐式鏡の素文鏡(縁

付き)作成技術(鋳造)で作成された肩平小鏡で，平城京出土の圧延素文鏡の初現的形態のも

のである可能性が考えられる。

延喜式に記載され，定型化した祭杷に使用される多量生産可能な素文鏡(儀鏡)が，地方で

独自に製作されるとは考えにくく，中央もしくは周防等の地方鋳銭司など，ごく限られた箇所

で製作されたものが搬入された可能性が高いと考えられる O この素文鏡は，祭最E専用のもので

あることから，同時期の唐式鏡(海獣葡萄鏡)と比較すると，その出土自体が定型化した官的

祭杷と関連したものであるとの証明が逆に容易であり，遺跡の性格の一端を示す遺物と考えら

れる。

蛍光X線分析

測定時間

X線管電圧:

X線管電流:

ターゲット:

最大 296.34 cps 

No 元素

500 sec 
45kV 
0.30 mA 

1 

2 

Fe-Kα 

Fe-Kβ 

3 Cu-Kα 

4 Cu-Kβ 

5 Sn-Kα 

6 Sn-Kβ 

7 Pb-L α 

I(cp喝..9UALITATIVE ANALYSIS 
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(分析は奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センター)

フィルター o um) 
リコメータ 1.00 mm 

X -2.60mm 
Y -5.88mm 

数え落とし率 5.84% 
ENERGY (ke V) 積分強度 cps

6.452 41.53 
7.088 8.85 
8.075 1748.40 
8.934 266.31 
25.231 259.68 
28.477 52.24 
10.589 59.20 
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第62図蛍光X線分析グラフ
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1.
8

 

須
恵

器
局
土
不

器(
cr
n高)

 底(
Cr
n径
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外

面

12
.5
 
摩

滅
・

な
で

・
ヘ

ラ
切

り
後

な
で

7.
4 

横
な

で

9.
:1
 
横

な
で

・
な

で
・

ヘ
ラ

切
り

後
な

で

横
な

で

横
な

で
・

ヘ
ラ

削
り

後
な

で

カ
キ

日
後

な
で

最
2大
稿4

 
タ

タ
キ

日
(

縄
日

)

指
な

で
・

横
な

で

6.
4 

横
な

で
・

ヘ
ラ

切
り

2
.
6
 

6
.
6
 
な

で
・

へ
フ

切
り

後
な

で

横
な

ご
・

回
線

・
刷

毛
円

な
で

・
刷

毛
H

横
な

で
・

刷
毛

日

横
な

で
・

刷
毛

日

指
お

さ
え

後
刷

毛
目

・
な

で

な
で

・
刷

毛
目

横
な
で
・
摩
滅
'
i
!
" 1
離

指
お

さ
え

3.
0 

10
.6
 
横

な
で

・
ヘ

ラ
切

り
後

な
で

横
な

で

3.
7 

8.
0 

横
な
で
・
ヘ
ラ
向

'I
り

5.
，1

 
7.
8 

横
な

で
・

へ
プ

切
り

・
火

棒

2.
0 

11
.9
 
横

な
で

・
ヘ

フ
切

り
後

な
で

・
火

棒

ヘ
ラ
自

1I
り

・
横

な
で

な
で

・
ヘ

ヲ
削

り

横
な

で
・

な
で

・
へ

ラ
削

り

4
.
3
 

8.
2 

横
な

で
・

へ
フ

切
り

後
な

で

9
.
6
 
横

な
で

・
ヘ

ラ
切

り

9
.
8
 
横

な
C

・
へ
フ
切
り

横
な

で

7.
2 

横
な
で
・
ヘ
ラ
1
;
1
)
り

9
.
5
 
ヘ

ラ
削

り
後

横
な

で
・

ヘ
フ

切
り

11
.
6

 横
な

で
・

へ
?

切
り

9
.
8
 
横

な
で

・
ヘ

ブ
切

り

1.
9

 
9.
4 

横
な

で
・

ヘ
ラ

切
り

3
.
5
 

6.
4 

横
な

で
・

へ
ラ

切
り

4
.
5
 

5.
9 

横
主

C
・
ヘ
ラ
切
り

横
な

で

内
由

焼
成

色
調

胎
土

遺
存

度
備

考

な
で
る

普
通

灰
白

5
Y
8
/
1
 

。1
"'
-'
2m
m
の

砂
粒

を
含

む
石

英
・

長
石

含
む

底
径

5/
8

瓦
質

焼
成

指
な

で
普

通
灰

N
6
/

。
1
~
l
m
m
の
砂
粒
を
含
む
石
英
含
む

底
径

2/
8

横
な

で
・

な
で

良
好

灰
N
5
/

。1
--
--
--
3m
m
の

砂
粒

を
含

む
石

英
・

長
石

含
む

底
径
2/
8

横
な

で
良

好
灰

N
5
1

O
.
I
~
l
m
m
の
砂
粒
を
少
量
含
む

石
英

・
長

石
含

む
u
l壬

1/
8

横
な

で
・

板
な

で
良

好
灰

N
5
/

-
I
O
.
l
~
l
m
m
の
砂
粒
を
含
む
石
英
含
む

破
片

横
な

ご
や

や
良

灰
N
6
/

。1
--
-2
皿
の
砂
粒
を
少
量
含
む
白

石
英

合
む

n
l圭

1/
8

布
円
I
t
痕

普
通

に
ぶ

い
黄

樟
I
O
Y
R
7
/
3

0
.
2
~
5
m
m
O
)
砂
粒
を
多
量
に
含
む

石
英

・
長

石
含

む
破

片

横
な

で
普

通
に

ぶ
い

黄
2
.
5
Y
6
/
3

0
.
1
~
3
m
m
の
砂
粒
を
多
量
に
合
む

石
英

・
長

石
台

む
口

径
1/
8

ヘ
ヲ

ミ
ガ

キ
普

通
に
ぶ
し

3
黄

燈
1
0
Y
R
7
/
4

内
:

黄
灰

2
.
o
Y
5
/
1

0
.
1
~
1
凹
の
砂
粒
を
少
量
含
む

右
英

・
長

七
含

む
口

径
2
/
8

顔A
顕料
イ寸
・外
着

面
赤

空

な
で

普
通

に
ぷ

い
黄

楕
1
0
Y
R
6
1ι

 
。1

--
-4
mm

の
砂

粒
を

多
量

に
含

む
:
u
英
・
長
石
含
む

口
liE

5/
8

刷
毛

日
・

な
で

普
通

+青
7
.
5
Y
R
6
.
6
 

0
.
3
-
-
2
酬

の
砂

粒
を

含
む

石
英

・
長

石
含

む
日

夜
1/
8

な
で

・
板

な
で

普
通

に
ぷ

い
黄

樟
1
0
Y
R
6
/
4
 

0
.
2
~
3
m
m
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む

石
英

・
長

石
含

む
口

径
1/
8

刷
毛

目
・

な
で

普
通

に
-
，
:
い
黄
褐
1
0
Y
R
7I

4
0
.
3
~
3
m
m
の
砂
粒
を
含
む

石
英

・
長

石
含

む
U
径

1/
8

刷
毛

目
・

々
c

普
通

に
ぷ

い
黄

褐
1
0
Y
R
5
1
九

0
.
1
~
3
m
m
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む

石
英
・
長
石
・
金
雲
母
含
む

u
l圭

41
8

指
お
さ
え
後
刷
毛
円
・
な
で
・
刷
J毛

日
後
な
で
る

や
や

良
に

ぶ
い

黄
樟

1
0
Y
R
6
/
3
 

o
 

.2
--
-2
mm

の
砂

粒
を

含
む

石
央

・
長

石
含

む
口
t辛

1/
8

屈
1I毛

目
後

な
で

・
な

で
・

指
お

さ
え

普
通

に
ぶ

い
黄

褐
1
0
Y
R
6
/
4

0
.
2
~
3
m
m
O
)
砂
粒
を
含
む
石
英
・
長
石
含
む

円
1圭

2/
8

刷
毛

目
・

な
で

普
通

灰
黄

縄
1
0
Y
R
4
/
2
 

0
.
2
~
3
聞
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む

;
七
英
・
長
石
含
む

[J
径
11
8

指
お

さ
え

普
通

に
ぷ

い
黄

特
1
0
Y
R
6
1
4
 

0
.
1
~
2
m
m
ω
砂
粒
を
含
む
石
英
・
長
石
含
む

3/
8 

横
な

で
良

好
灰

N
6
/

。l
--
-1
mm
O)
砂

粒
を

少
量

含
む

七
英

・
長

七
含

む
J氏

径
:2
/8

横
な

で
普

通
I;¥O
 
5

 Y
 6/
1 

。l
叶

mm
の
砂
粒
主
'
多
量
に
含
む

石
英

・
長

石
含

む
口
f圭

1/
8

横
な

で
や

や
不

良
明

オ
リ

ー
プ

灰
2
.
o
G
Y
7
/
1

。l
--
--
(m
m
の

砂
粒

を
少

量
合

む
石

英
・

長
七

含
む

底
径
2
/
8

横
な

で
や

や
良

灰
7
.
5
Y
6
/
1

。1
--
-0
.;
;聞

の
砂

粒
を

少
量

含
む

右
英

含
む

j丘
{圭

31
お

慢
な

で
・

火
棒

普
通

灰
白

7
.
5
Y
6
/
1

。1.
...
...
..2
mm
の
砂
申
立
を
含
む

石
長

・
長

石
含

む
底

径
4/
8

横
な

で
良

好
灰

N
6
/

。
1
~
l
m
m
の
砂
粒
を
少
量
含
む

石
英

・
長

石
含

む
口

径
4/

日

な
で

や
や

良
灰

N
6
/

O
.
2
~
1
醐
の
砂
粒
を
多
景
に
含
む

石
英

・
長

石
含

む
破

片

横
な

で
普

通
1;I(

5
Y
6
/
1
 

。
1
~
l
m
m
の
砂
粒
を
少
量
含
む
石
英
・
長
石
含
む

破
片

松
葉

状
ヘ

ラ
記

号

横
な

で
や

や
不

良
灰

N
5
1

精
良

n
l1
J
/
8
 

横
な

で
良

好
明

オ
リ

ー
プ

灰
2
.
5
G
Y
7
/
1
 

精
良

底
径

4/
8

横
な

で
普

通
灰

白
7
.
5
Y
7
/
1

。
1
~
3
酬
の
砂
粒
を
少
量
含
む
石
央
含
U

底
f辛

2/
8

爪
形

状
圧

痕

横
な

で
良

好
褐

灰
7
.
5
Y
R
6
/
1

粕
灰

オ
リ

ー
プ

7.
5
Y
 5/
2 

。
1
~
l
m
m
O
)
砂
粒
を
少
量
含
む
石
英
合
む

円
径

1/
8

横
な

で
良

好
明

紫
灰

"
P
7
/
1
 

0
.
1
~
2
m
m
の
砂
粒
を
少
量
含
む

石
英

・
長

石
含

む
低

径
3/
8

指
お

さ
え

後
な

で
良

好
)j
i
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6/
 

。
1
~
0
訓

mO
)
砂
粒
を
少
量
合
む
石
英
合
む

底
径
2/
8

績
な

で
や

や
良

1火
N
4
1

0
.
1
~
2
m
m
の
砂
粒
を
合
む

七
英

・
長

石
含

む
庇

径
3
/
8

横
な

で
良

好
灰

N
6
1

粘
:

灰
白

5
Y
8
/
2
 

。1
--
0.
5m
m
の

砂
粒

を
少

量
含

む
七

英
・

長
石

含
む

底
怪
日

/8

横
な

で
良

好
灰

N
5
/

精
良

底
径

2
/
8

横
な

で
普

通
氏

自
5
Y
7
/
1
 

O
.
I
~
2
m
m
の
砂
粒
を
含
む

石
英

・
長

石
含

む
1/
8 

横
な

で
・

火
棒

艮
好

灰
5
Y
6
/
1
 

。
1
~
2
剛
の
砂
粒
を
少
量
含
む
石
英
・
長
石
合
む

底
径

3/
8

横
な

で
普

通
灰
1
¥
'
5/

0
.
1
~
2
四
百
の
砂
粒
を
含
む

石
英

・
長

石
含

む
破
J'，
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同番
版号

器
種
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叩径
，) 

器(
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両)

 庶(
C
rr径
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タ十
面

内
向

焼
成

色
調

胎
十

遺
存

度
備

Ti
 

22
9 

3
8
1
1
0
3
 
須

恵
器

高主
干、

9.
2 

横
な

で
横

な
で

・
な

で
良

好
民

N
6
/

。
1
~
1
酬
の
砂
粒
を
少
量
合
む

石
免

含
む

底
律

2/
8

23
0 

3
8
1
1
0
3
 
須

曹
:

器
翌

19
.5
 

横
な

で
・

タ
タ

キ
日

(
格

子
)

・
摩

滅
横

な
で

や
や

不
良

}，
，:
>I
5/
 

0
.
2
~
l
m
m
の
砂
粒
を
含
む

石
英

・
長

石
含

む
打
径
J
/
S

23
1 

3
8
1
1
0
3
 
瓦

質
甑

12
.6
 
ヘ

ラ
削

り
後

な
で

・
な

で
横

な
で

普
通

灰
5
Y
6
/
1
 

0
.
2
~
2
m
m
の
砂
粒
を
含
む

石
央

・
長

石
含

む
民

径
2/
8

23
2 

3
8
1
1
0
3
 
縄

文
土

器
深

鉢
24
.8
 

摩
滅

摩
滅

普
通

に
ぶ

い
黄

褐
1
0
Y
R
5
/
3
 

。1
--
-2
mm

の
砂

粒
を

多
景

に
含

む
伝

英
・

長
石

含
む

破
片

23
3 

39
 

土
師

器
杯

11
.6
 

横
な

で
横

な
で

普
通

に
ぶ
い
黄
褐
l
U
Y

J<
5/
3 

。
1
~
2
m
田
の
砂
粒
を
含
む

石
英

・
長

七
含

む
口

径
2/
8

23
4 

39
 

須
恵

器
坪

12
.3
 
:1.
3 

6.
.S
 
横

な
で

・
ヘ

ヲ
切

り
横

な
で

や
や

艮
灰

5
Y
6
/
1
 

0
.
1
~
1
聞
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む

七
央

・
長

石
含

む
2/
8 

23
" 

39
 

須
ぇ
台
、
器
卸

8.
2 

横
な

で
・

へ
フ

切
り

横
な

で
や

や
良

灰
白

2
.
5
Y
7
/
1

0.
2

、~
lm

mO
)
砂
粒
を
含
む
石
英
・
長
石
合
む

底
径

8/
8

23
6 

39
 

須
恵

器
杯

14
.3
 

横
な

で
横

な
で

良
好

1*
:-
;6
/ 

。
l
~
l
m
m
の
砂
粒
を
少
量
含
む
石
英
含
む

U
径

2/
8

23
7 

39
 

須
恵

器
蓋

15
日

横
な

で
・

ヘ
ク

削
り

横
な
で
る

や
や

良
灰

N
6
/

。l
--
-1
mm

の
砂

粒
を

含
む

石
英

・
長

七
含

む
破

片

23
8 

3
9
1
1
0
3
 
須

恵
器

量
横
な
で
・
な
で
・
ヘ
タ
切
り
後
な

P
・
自
然
枇

横
な
で
後
な
で
お

良
好

灰
:
>
1
6/

柚
.

オ
リ

ー
プ

灰
1
0
Y
4/
2 

。l
"-
'l
mm

の
砂

粒
を

含
む

石
染

・
長

石
含

む
底

iI
6
/8

23
9 

3
9
1
1
0
3
 
須

恵
器

問
16
.4
 

2
.
0
 
l:l

.8
 
横

な
で

・
ヘ

ラ
切

り
横

な
で

や
や

良
I:Jd

O
Y
6
1l
 

。1-
--.
...
..0
.5m
rn
の

砂
粒

を
少

量
含

む
石

央
・

長
石

含
む

底
径
2
/
8

24
0 

39
 

須
恵

器
品

台
付

壷
8
.
0
 
横

な
で

・
ヘ

ラ
削

り
後

な
で

横
な

で
・

自
然

柚
良

好
!火

N
6
/

納
:
オ
リ

プ
黒

7
.
5
Y
3
/
2

O
.
I
~
1
酬
の
砂
粒
を
少
量
含
む

石
英

・
長

石
含

む
底

待
1/
8

24
1 

39
 

須
恵

器
高

台
付

査
8
.
9
 
横

な
ご

・
横

な
で

後
へ

ラ
削

り
横

な
で

良
好

青
灰

5
P

 B
6
/
1
 

。1
--
2m
m
の

砂
粒

を
合

む
石

英
・

長
石

含
む

底
径

7/
8

24
2 

39
 

須
恵

器
饗

32
.0
 

横
な

で
横

な
で

や
や

艮
灰

白
5
Y
7
/
2
 

。1
--
-2
mm

の
砂

粒
を

含
む

石
英

・
長

石
含

む
口

径
1/
8

24
3 

39
 

須
恵

器
翌

タ
タ

キ
日

(
格

子
)

後
カ

キ
白

青
海
波
文
・
な
で
る

良
好

灰
N
5
/

0.
2
、
2m
mO
)
砂

粒
を

含
む

石
英

含
む

破
片

ヘ
フ

記
号

24
4 

3
9
1
1
0
3
 
緑

軸
陶

器
小

椀
9
.
9
 

3.
2 

5.
2 

施
桝

施
柏

普
通

に
ぷ
い
黄
椅

1
0
Y
R
7
/
4

粧
オ

リ
ブ
~

Y
5
/
4
 
。1

--
lm
m
の

砂
粒

を
含

む
右

央
合

む
3/
8 

京
都

系

24
5 

3
9
1
1
0
3
 
管

状
上

錘
現
6官
長2

 最
1大
幅9

 最大
j写

指
お

き
え

・
な

で
普

通
に

ぶ
い

黄
2
5
Y
6
/
3

0
.
2
~
2
聞
の
砂
粒
を
含
む

石
英

・
長

石
・

角
関

石
合

む
7/
8 

重
量

17
.4
0 

1.
9

 

24
6 

39
 

管
状

士
錘

現
存
長

粉
1、
幅
5

 最
1大
厚5

 指
お

さ
え

・
主

で
普

通
灰

黄
2
.
5
Y
6
/
2

0
.
2
~
l
m
m
の
砂
粒
を
含
む

己
英

・
長

七
含

む
8
/
8
 

重
量

8
.
3
8
 

4.
8 

24
7 

39
 

土
日
市
提

皿
摩

滅
・

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
摩

滅
・

へ
ラ

ミ
ガ

キ
普

通
浅

黄
糧

1
0
Y
R
8
/
4
 

。)
--
lm
m
の

砂
粒

を
少

量
含

む
;
伝
英
・
長
七
含
む

破
片

24
8 

39
 

土
師

質
重

28
.0
 

横
な

で
・

指
お

き
え

・
刷

毛
日

賄
'
}
毛
日
・
な
ご

普
通

に
ぶ

い
黄

樫
1
0
Y
R
6
/
4
 

。
1

、~
3
m
m
O
)
砂
粒
を
含
む
石
英
・
長
石
含
む

u
i圭

1/
8

24
9 

39
 

土
師

質
蛸

有
望

5.
3 

摩
滅

・
指

主
で

横
な

で
普

通
に
ぷ
い
黄
樟
l
O
Y

R
6
/
4
 

。l
-
-
1
m
m
の

砂
粒

を
含

む
石
央
・
長
正
1
・
角
閃
1.i

含
む

破
片

25
0 

39
 

須
恵

器
葉

10
.6
 

2.
9 

7.
2 

横
な

で
・

へ
ラ

切
り

後
な

で
・

指
お

さ
え

横
な

で
・

横
な

で
後

な
で

良
好

灰
K
5
/

O
.
I
~
l
m
c
の
砂
粒
を
含
む

石
英

・
長

石
含

む
口

径
2/

良

25
1 

39
 

須
恵

器
皿

12
.1
 

2.
3 

8
.
5
 
横

な
で

・
ヘ

ラ
切

り
後

な
で

慣
な

で
普

通
灰

白
7
.
5
Y
7
/
1

。1
--
0.
5聞

の
砂

粒
を

少
量

含
む

石
央

・
長

石
含

む
[
J
径

1/
8

25
2 

.19
 

須
恵

器
土

干
13
.0
 

3
.
5
 

6
.
8
 
横

な
で

・
へ

ラ
切

り
後

な
で

備
な

で
普

通
}
*
白

2
.
5
Y
8
/
1

。l
--
--
-1
mm
の

砂
粒

を
合

む
石

英
・

長
石

含
む

口
待

11
8

25
3 

39
 

須
恵

器
杯

6.
8 

横
な

で
・

ヘ
ラ

切
り

後
な

で
横

な
で

や
や

良
灰

黄
2
.
5
Y
i
/
2

。1
--
2m
m
の

砂
粒

を
含

む
石

英
・

長
石

含
む

底
径

8/
8

25
4 

39
 

須
恵

器
杯

7.
3 

横
な
で
・
ヘ
ラ
切
り
後
板
状
[
十
痕
・
火
俸

横
な

で
・

火
俸

良
好

灰
N
6
/

。1
--
1m
m
の

砂
粒

を
含

む
石

英
・

長
石

含
む

民
径

3
/
8

25
5 

3
9
1
1
0
4
 
須

恵
器

高
台

付
郎

9.
1 

横
な

で
・

な
で

・
回

転
ヘ

ラ
切

り
後

な
で

横
な

で
・

横
な

で
後

な
で

良
好

I*
N
6
/
 

O
.
I
~
2
凹
の
砂
粒
を
少
量
合
む

石
英

・
長

石
含

む
底

径
8/
8

25
6 

:39
 

須
恵

器
向

台
付

査
6.
0 

横
な

で
横

な
で

良
好

灰
N
6
/

。
1
~
l
m
聞
の
砂
粒
を
少
景
含
む

七
英

・
長

石
含

む
底

径
3/
8

25
7 

3
9
1
1
0
4
 
須

恵
器

壷
6.
0 

横
な

で
・

糸
切

り
横

な
で

良
好

灰
K
5
/

0
.
1
~
5
m
m
の
砂
粒
を
少
量
含
む

石
央

含
む

底
J圭

3/
8

篠
窯

系

2S
8 

40
 

土
師

質
整

20
.2
 

横
な
で
.
I
i
lU
毛
日

刷
毛

日
普

通
に

ぶ
い

黄
褐

1
0
Y
R
5
/
3
 

0
.
3
~
3
m
m
O
)
砂
粒
を
含
む

;
伝
英
・
長
七
・
金
雲
母
含
む

破
片

2S
9 

40
 

土
師

質
聾

29
.4
 

横
な

で
横

な
で

・
な

で
普

通
に

ぷ
い

黄
褐

1
0
Y
R
6
/
3
 

O.
2-
--
3m
m
の

砂
粒

を
多

量
に

含
む

右
英
・
長
記
・
金
雲
母
合
む

破
片

26
日

40
 

須
恵

器
材

、
12
.8
 

横
な

で
横

な
で

良
好

灰
N
S
/

0.
1
、
lm
m
の

砂
粒

を
含

む
石

英
含

む
U
l圭

1/
8

26
1 

40
 

須
恵

器
杯

7.
2 

横
な

で
・

ヘ
ヲ

切
り

績
な

で
や

や
良

卜ぇ
N
6
/

。
1
~
1
皿
の
砂
粒
を
少
量
含
む
石
失
含
む

u
径
1
/
8

26
2 

40
 

須
恵

器
蓋

な
で

・
へ

フ
切

り
後

な
で

横
な

で
良

好
};I
(
N
6
/
 

精
良

破
片

26
3 

40
 

須
恵

器
蓋

横
な

で
・

ヘ
ラ

削
り

後
な

で
横

な
で

良
好

灰
N
6
/

。l
--
lm
m
の

砂
粒

を
少

量
含

む
石

*
・

長
石

・
金

雲
母

含
む

破
片

26
4 

40
 

須
恵

器
蓋

15
.0
 

横
な

で
横

な
で

や
や

艮
灰
白

5
Y
7
/
1
 

0
.
1
~
0
.
5
m
m
の
砂
粒
を
少
量
含
む

石
英

・
長

石
含

む
破

片

26
5 

4
0
1
1
0
4
 
須

恵
器

包
頭

奇
9
.
7
 

横
な

で
・

ヘ
ラ

削
り

・
自

然
粕

横
な

で
良

好
灰
白

2
.
5
Y
7
/
1

粕
:
}
火
オ
リ
ー
プ

7
.
5
Y
5
/
3

0
.
1
~
1
凹
の
砂
粒
を
少
量
含
む
石
英
含
む

口
f圭

2/
8

26
6 

40
 

須
恵

器
査

9
.
8
 

朝
j離

横
な

で
良

好
紫
灰
日

P
6
/

O.
2-
..
..
-1
mm
の

砂
粒

を
少

量
含

む
石

英
合

む
u
l圭

1/
8



0
0
 

...... 

遺番
号物

2
6
7
 

2
6
8
 

2
6
9
 

27
1l 

27
1 

2
7
2
 

2
7
3
 

2
7
4
 

2
7
5
 

2
7
6
 

2
7
7
 

2
7
8
 

2
7
9
 

2
8
0
 

28
1 

2
8
2
 

2
8
3
 

28
4 

2
8
5
 

28
6 

28
7 

2
8
8
 

2
8
9
 

2
9
0
 

29
1 

2
9
2
 

2
9
3
 

29
4 

2
9
5
 

2
9
6
 

2
9
7
 

2
9
8
 

29
9 

30
0 

30
1 

30
2 

3
0
3
 

3
0
4
 

挿番
号図

番図
版号

4
0
 

4
0
 

4
0
 

4
0
 

4
0
 

4
2
1
1
0
4
 

4
2
1
1
0
4
 

42
 

43
 

43
 

4
3
 

4
3
 

4
3
 

4
3
1
1
0
5
 

4
3
1
1
0
5
 

4
3
1
1
0
5
 

43
 

4
3
1
1
0
5
 

43
 

43
 

43
 

4
3
 

4
3
1
1
0
5
 

43
 

43
 

13
 

43
 

43
 

43
 

43
 

4
3
1
1
0
5
 

43
 

4
3
1
1
0
5
 

44
 

44
 

44
 

44
 

4
4
1
1
0
6
 

器
種

須
恵

器
斐

縄
文

土
探

浅
鉢

上
剖

J質
蛸

寄

瓦
器

椀

須
恵

質
平

瓦

土
師

質
鍋

縄
文

土
器

深
鉢

土
師

質
土

釜

縄
文

土
器

深
鉢

縄
丈

土
器

深
鉢

縄
文

士
器

深
鉢

縄
文

土
器

深
鉢

縄
文

土
器

深
鉢

縄
文

土
器

深
鉢

縄
文

土
器

浅
鉢

縄
文

士
器

浅
鉢

縄
文

十
器

浅
鉢

縄
文

土
器

浅
鉢

縄
文

土
器

浅
鉢

縄
文

土
器

浅
鉢

縄
文

土
器

浅
鉢

縄
文

土
器

浅
鉢

縄
文

上
器

浅
鉢

縄
文

土
器

浅
鉢

縄
文

土
器

浅
鉢

縄
文

土
器

浅
鉢

縄
文

士
器

浅
鉢

縄
文

土
器

浅
鉢

縄
文

土
器

深
鉢

縄
文

土
器

深
鉢

縄
文

土
器

深
鉢

縄
文

土
器

浅
鉢

縄
文

上
器

注
口

土
器

上
自
[1
器

i干

七
師

器
珂

:

須
恵

器
局

台
付

郎

須
点

器
局

珂
;

須
恵

器
高

杯

n(c
mt
手)

 器(
Cm
高)

 底(
cm径
)

 
外

而

2
0
.
6
 

横
な

で

摩
滅

・
剥

離

1
1
.
8
 

な
で

・
板

な
で

1
4
.
8
 

な
で

・
へ

フ
ミ

ガ
キ

・
摩

滅

現
存
長

最ノ
t厚

タ
タ

キ
呂

(
縄

目
)

お
7

2
.
2
 

3
6
.
8
 

指
な

で
・

刷
毛

円
・

摩
滅

縄
文

な
C

な
で

な
で

な
で

・
板

な
で

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・

く
し

描
文

2
9
.
4
 

摩
滅

3
1
.
4
 

な
で

16
.7
 

な
で

な
で

沈
線

二
条

な
で

縄
文

縄
文

~J
離

J
¥
ヲ
ミ
ノ
7
キ

7
.
6
 
な

で

沈
線

二
条

沈
線

縄
文

沈
線

8
.
4
 
毒剤
j離

2
9
.
0
 

な
で

・
刷

E
日

7
.
8
 
な

で

3
0
.
3
 

な
で

へ
フ

な
で

な
で

10
 

板
な

で
後

な
で

-
横

な
で

摩
滅

・
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

13
.8
 

横
な

で

横
な

で

12
.2
 

横
な

で
・

沈
線

内
面

焼
成

色
調

胎
土

遺
存

度
備

考

横
な

で
良

好
j火

5
Y
6
/
1
 

0
.
2
~
1
剛
の
砂
粒
を
少
量
含
む
石
央
含
む

破
J
:

摩
滅
・
$
I J
離

普
通

に
ぶ
い
黄
褐
l
O
Y
R
5
/
4

0
.
3
~
3
m
m
O
)
砂
粒
を
多
量
に
合
む

石
英

・
長

七
合

む
破

片

な
で

・
板

な
で

普
通

椅
5
Y

 R
6
/
6
 

0
.
3
~
5
皿
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む

七
英
・
長
石
・
金
雲
母
含
む

円
径

2
/
8

な
で

・
へ

フ
ミ

ガ
キ

・
摩

滅
や
や
ィ
、
良

暗
灰

N
3
/

。l
--.
...
..l
mm
の

砂
粒

を
少

量
含

む
石

英
含

む
口
径

1/
8

楠
葉

型

;fI
H:
i
圧
痕

不
良

灰
白

2
.
5
Y
8
/
2

。シ
--
7m
m
の

砂
粒

を
多

量
に

含
む

;
伝
英
・
長
石
含
む

破
片

刷
毛

目
・

摩
滅

・
指

お
さ

え
後

指
な

で
普

通
に

ぷ
い

黄
櫨

1
0
Y
R
7
/
3

O
.
3
~
2
醐
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む

石
英

・
長

石
含

む
口

径
3
/
8

な
で

や
や

艮
浅

黄
2
.
5
Y
7
/

。
1
~
2
皿
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む

石
央
・
長
石
・
角
関
石
含
む

破
片

横
な

で
普

通
浅

黄
控

I
O
Y
R
R/
:l
 

O
.
2
~
2
阻
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む

石
英

・
長

石
含

む
破

片

指
な

で
普

通
に

ぷ
い

黄
控

1
0
Y
R
6
/
4

。1
--
-3
mm

の
砂

粒
を

多
量

に
含

む
石
英
・
長
石
・
金
雲
母
含
む

破
片

な
で

普
通

に
ぶ

い
黄

褐
1
0
Y
R
5
/
3
 

()
.2

~2
mm
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む

石
英
・
長
石
・
金
雲
母
含
む

破
片

な
で

・
板

な
で

普
通

褐
i 正

1
0
Y
R
4
/
1
 

O
.
2
~
2
m
m
O
)
砂
粒
を
多
量
に
含
む
石
英
・
長
石
合
む

破
片

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
普

通
に

ぶ
い

黄
椅

1
0
Y
R
6
/
3
 

0
.
3
~
3
m
m
の
砂
粒
を
争
量
に
含
む
石
英
・
長
石
含
む

破
片

摩
滅

普
通

に
x

い
黄

樟
ll1

Y
R
6
.
4
 

0
.
2
~
3
酬
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む

石
英

・
長

石
含

む
口

径
1
/
8

な
-c

普
通

に
ぷ

い
樟

7
.
5
Y
R
6
.
4

O.
5-
--
-3
mm

の
砂

粒
を

多
量

に
合

む
石

英
・

長
記

含
む

口
径

1
/
8

な
で

や
や

艮
黒

2
.
5
Y
2
/
1

()
.2

~3
Ð
l
l
1
l
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む

石
英
・
長
;
伝
・
結
晶
片
岩
含
む

破
片

な
で

や
や

良
灰

黄
褐

I
O
Y
R
5
/
2

。1
-
-
2
m
m
の

砂
粒

を
含

む
石

英
・

長
石

含
む

破
片

横
な

で
普

通
灰

黄
褐

1
0
Y
R
5
/
2
 

U
.
2
~
4
m
m
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む

石
英
・
長
石
・
金
雲
母
含
む

破
片

ヘ
ラ

な
で

普
通

に
ぶ

い
黄

樟
1
0
) ア

R
6
/
4

0
.
2
~
3
m
m
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む
石
民
・
長
石
含
む

破
片

な
で

普
通

に
ぶ

い
黄

燈
1
0
Y
R
6
/
4
 

。1
-
-
2
m
m
の

砂
粒

を
多

量
に

含
む

石
英
・
長
石
・
金
雲
母
含
む

破
片

怯
中
.
~
.
 

に
や

や
良

に
ぶ
し

3
黄

樟
1
0
Y
R
6
/
4
 

0
.
1
~
2
m
m
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む
石
央
・
長
石
含
む

破
片

摩
滅

・
へ

フ
ミ

ガ
キ

普
通

浅
黄

樫
1
0
Y
R
8
/
3
 

0
.
2
~
2
聞
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む

石
英

・
長

石
含

む
破

片

な
で

普
通

に
ぶ

い
黄

2
.
5
Y
6
/
3

0
.
2
~
4
m
m
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む

石
英

・
長

石
含

む
破
片

摩
滅

・
朝
l離

普
通

に-
，:
し

3
黄

櫨
1
0
Y
R
6
/
4
 

O
.
2
-
-
4
m
m
O
)
砂

粒
を

多
量

に
含

む
石

英
・

長
石

合
む

底
律

6
/
8

板
な

で
普

通
に

ぶ
い

黄
2
.
5
Y
6
!
3

0
.
2
-
2
田
m
の

砂
粒

を
多

量
に

含
む

石
英

・
長

石
含

む
破
片

剥
離

普
通

暗
灰

黄
2
.
5
Y
5
/2

O
.
5
~
4
m
m
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む

石
英

・
長

石
含

む
破
)
;

板
な

で
や

や
艮

に
ぶ

い
黄

樟
1
0
Y
R
6
!
3
 

O
.
2
-
-
2
m
m
の

砂
粒

を
多

量
に

合
む

主
ゴ
英
・
長
七
含
む

破
片

な
で

普
通

に
ぶ
い
黄
怪
l
O
Y

R
6
!
3
 

0
.
2
~
2
m
m
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む

む
英

・
長

石
含

む
破

片

な
で

普
通

に
ぷ

い
黄

褐
I
O
Y
R
6
/
3

O
.
2
~
3
m
m
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む

石
英
・
長
石
・
金
雲
母
含
む

)j'
I"径

3
/
8

な
で

普
通

に
ぷ

い
黄

檀
1
0
Y
R
6
/
3

O
.
2
~
3
m
m
O
)
砂
粒
を
多
景
に
含
む
石
英
・
長
石
含
む

口
径

1
/
8

な
で

普
通

に
ぷ

い
黄

樟
1
0
Y
R
6
!
4
 

0
.
2
~
2
m
m
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む

石
英

・
長

石
含

む
底
径
2
/
8

な
で

普
通

暗
灰

黄
2
.
5
Y

 5
/
2
 

o
 

.1
--
2m
m
の

砂
粒

を
多

量
に

含
む

石
央
・
長
石
・
金
雲
母
含
む

破
片

ヘ
ァ

な
で

普
通

浅
黄

2
.
5
Y
7
!
3

O
.
2
-
-
3
m
m
の

砂
粒

を
多

量
に

含
む

石
東
・
長
石
・
金
雲
母
含
む

破
片

普
通

浅
黄

2
.
5
Y
7
/
3

O
.
2
-
-
2
m
m
の

砂
粒

を
多

量
に

含
む

石
英

・
長

石
含

む
破

片

な
で

・
横

な
で

普
通

椅
7
.
5
Y
R
7
/
6

U
.
2
~
2
m
m
の
砂
粒
を
含
む

石
英

・
長

石
含

む
U
径

1/
8

摩
滅

普
通

樟
5
Y

 R
6
/
6
 

0
.
1
-
1
醐

0)
砂

粒
を

少
量

含
む

石
英

含
む

破
片

横
な

で
や

や
小

良
!
火
白

N
7
/

0
.
2
~
1
皿

0)
砂
粒
を
少
量
含
む
石
英
合
む

n
i辛

1/
8

横
な

で
良

好
灰
白

N
7
/

O
.
1
-
-
1
m
m
の

砂
粒

を
少

量
含

む
石

英
含

む
破

片

横
な

で
や

や
良

灰
:'
¥6
/

0
.
1
-
1
m
m
の

砂
粒

を
少

量
含

む
石

英
含

む
口
径

1/
8



0
0
 

N
 

遺番
物号

30
5 

30
6 

30
7 

30
8 

30
9 

31
0 

31
1 

31
2 

31
3 

31
4 

31
5 

31
6 

31
7 

31
8 

31
9 

32
0 

32
1 

32
2 

32
3 

32
4 

32
5 

32
6 

32
7 

32
8 

32
9 

33
0 

33
1 

33
2 

33
3 

33
4 

33
5 

33
6 

33
7 

33
8 

33
9 

34
0 

34
1 

34
2 

挿番
号図

図番
版号

44
 

44
 

44
 

44
 

4
4
1
1
0
6
 

4
4
1
1
0
6
 

44
 

44
 

4
4
1
1
0
6
 

44
 

44
 

44
 1
10
6 

44
 

44
 

4
4
1
1
0
6
 

44
 

44
 

4
5
1
1
0
7
 

45
 

45
 

45
 

45
 

4S
 

45
 

45
 

4
5
1
1
0
7
 

45
 

45
 

45
 

4S
 

45
11
07
 

46
 

46
 

46
 

46
 

46
 

46
 

46
 

器
種

口(c
m径
)

 

土
師

器
高

杯
27
.6
 

士
帥

質
窒

24
.0
 

士
郎

質
鍋

32
.4
 

須
恵

器
蓋

13
.7
 

土
師

器
原

16
.1
 

土
師

器
皿

13
.6
 

土
師

器
坪

14
.7
 

土
師

器
高

杯

土
師

質
饗

32
.4
 

須
恵

器
蓋

19
.3
 

須
恵

器
f平

須
恵

器
杯

14
.0
 

須
恵

器
壷

22
.6
 

須
恵

器
高

7乙
?
付
奄

土
師

質
空

15
.8
 

士
曲
IJ
質

窪
3
1.
6

 

土
師

質
要

30
.4
 

土
師

器
杯

10
.8
 

黒
色

土
器

椀

土
師

器
皿

12
.8
 

須
恵

器
材

、

須
恵

器
高

台
付

杯

須
恵

器
高

台
付

奄

土
師

器
杯

12
.8
 

土
師

質
要

15
.2
 

士
郎
l質

有
精

土
錘

現
4存
長6

 

士自
j質

II
 

26
.4
 

須
恵

器
!司
台
iJ

坪

須
曹

、
器

高
台
w

平

須
恵

器
高

台
{

丁
査

須
恵

質
平

瓦
現
存
長

L
l.
:I 

黒
色

土
器

椀

土
師

質
要

16
.0
 

土
師

質
窒

27
.2
 

士
自

j質
~
 

24
.4
 

須
曹
、
器
珂
、

須
恵

器
材

、

須
官

、
器

杯

器(
Cm高

)
 底 (
cm径

)
 

外
面

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・

摩
滅

横
心
:
で
・
刷
毛
日

刷
毛

日
・

な
で

横
な

で
・

ヘ
ラ

切
り

後
な

で

4.
1 

14
.0
 
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

・
ヘ

ラ
削

り
後

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

12
.2
 
横

な
で

・
ヘ

ラ
削

り
後

へ
フ

ミ
ガ

キ

横
な

で

摩
滅

・
へ

ラ
ミ

ガ
キ

・
ヘ

フ
削

り

刷
一
色
目
・
刷
毛
目
後
な
で

横
な

で

8.
0 

横
な

で
・

ヘ
ラ

切
り

後
な

で

3.
4 

8.
7 

横
な
で
・
回
転
ヘ
フ
削
り
・
へ
フ
切
り
後
な
で

横
な

で

16
.4
 
績

な
で

・
へ

フ
削

り
後

な
で

横
な

で
・

刷
毛

日

横
な

で
・

刷
毛
H

な
で

・
刷

毛
日

2.
0 

6.
3 

横
な

で
・

ヘ
ラ

切
り

6.
4 

横
な

で

1.
7

 
8.
0 

摩
滅

・
ヘ

ラ
切

り
後

な
で

9.
6 

横
な

で
・

ヘ
ラ

削
り

後
な

で

11
. 
2

 ヘ
ラ
切
り

1
1.
0

 横
な

で
・

白
然

紬

横
な

で

横
な

で
.jj
lU
毛
目

最
3jk
幅o

 最
人
惇

な
で

2.
7 

指
お

さ
え

後
横

な
で

9.
6 

横
な

で
・

ヘ
ラ

切
り

10
.1
 
横

な
で

・
ヘ

フ
切

り

14
 .
6 

ヘ
ラ
切
り
後
な
で
.
i
'
"J
転
へ
ラ
削
り
・
横
な
で

最
大
厚

な
で

・
使

用
痕

1.
9

 

摩
滅

刷
毛
H

・
摩
滅
・
な
で

横
な

で
.li
liJ

毛
日

指
お

さ
え

後
な

で
・

指
お

さ
え

後
板

な
で

7.
5 

横
な

で
・

ヘ
ラ

切
り

7.
3 

横
な

で
・

ヘ
ラ

切
り

8.
1 

横
な

で
・

ヘ
ラ

切
り

1"1
 

面
焼

成
色

調
胎

土
遺

存
度

備
考

へ
プ

ミ
ガ

キ
・

摩
滅

普
通

燈
5
Y

 R
6
/
6
 

。1
--
-2
mm

の
砂

粒
を

少
量

含
む

石
英

・
長

石
含

む
口
t歪

1/
8

横
な

で
・

制
毛

目
・

板
な

で
や

や
艮

に
ぷ

い
黄

燈
I
O
Y
R
7
/
4

。
1
~
2
醐
の
砂
粒
を
含
む

石
英

・
長

石
含

む
U
径

1/
日

刷
毛

目
普

通
に

ぶ
い

黄
樫
I
O
Y
R
7
/
4

。1
"'
-'
Sm
m
の

砂
粒

を
含

む
主
j英

・
長

石
含

む
破

片

横
な

で
良

好
黄

灰
2
.
5
Y
6
/
1

精
良

口
f圭

1/
8

摩
滅

・
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

や
や

良
檀

5
Y

 R
6
/
6
 

。l.
-..
...
..l
mm
の

砂
粒

を
少

量
含

む
石

英
・

長
石

含
む

底
径
3/
8

横
な

で
や

や
良

に
ぶ

い
亦

褐
5
Y

 R
5
/
4
 

。1
--
--
O.
5m
m
の

砂
粒

を
少

量
含

む
七

央
含

む
日
f圭
1/
日

横
な

で
普

通
に

ぷ
い

樟
7
.
5
Y
R

 7/
4 

精
良

破
片

摩
滅

・
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

普
通

に
ぶ

い
黄

樟
1
0
Y
R
7
/
4

。
1
~
2
m
m
の
砂
粒
を
少
量
含
む
石
英
含
む

破
片

刷
毛

甘
後

指
な

で
・

摩
滅

・
lrlll
毛

甘
普

通
椅

5
Y

 R
6
/
6
 

0
.
3
~
5
m
m
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む

石
英

・
長

石
含

む
口
径
1
/
8

横
な

で
・

横
な

で
良

好
灰
1
¥
5/

O
.
I
~
l
m
m
の
砂
粒
を
合
む
石
英
含
む

口
径
1/
8

横
な

で
や

や
長

灰
白

5
Y
7
/
1
 

。
I
~
I
皿
の
砂
粒
を
少
量
合
む
石
英
含
む

底
径
2/
8

横
な

で
普

通
灰

白
2
.
5
Y
8
/
1

。
1
~
2
m
m
の
砂
粒
を
多
量
に
合
む
石
英
・
長
b
含
む

底
径
8/
8

横
な

で
良

好
灰

N
6
/

柚
Ij

(
オ

リ
プ
7
.
5
Y
5!
2

。1
--
--
-l
mm
O.
ゆ

粒
を

少
量

合
む

石
英

含
む

破
片

青
海

波
文

後
な

で
良

好
黄

灰
2
.
5
Y
S
/
I

。1.
-..
...
..0
.5m
rn
の

砂
粒

を
少

量
含

む
石

英
含

む
破

片

刷
毛
E

・
指

お
さ

え
後

な
で

普
通

に
ぷ

い
黄

燈
1
0
Y
R
6
/
4
 

O.2
.-.
...
...
3mm

の
砂

粒
を

含
む

石
英

・
長

七
含

む
口
j至

2/
8

刷
毛

日
膏

通
樟
7
.
5
Y
R
7
/
6

O
.
2
~
3
醐
の
砂
粒
を
含
む

石
英

・
長

石
含

む
円
f圭

1/
8

な
で

・
指

お
き

え
後

刷
毛
H

普
通

種
7
.
5
Y
R
6
/
6
 

0
.
2
~
5
m
m
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む

石
英

・
長

石
含

む
日
f辛
1
/
8

横
な

で
背

通
に

ぷ
い

黄
樫
1
0
Y
R
6
.
3
 

。1
へ
-2
mm

の
砂

粒
を

含
む

石
英

・
長

石
含

む
底

径
8/
8

横
な

で
や

や
良

灰
黄

褐
1
0
Y
R
5
/

2
内

里
2
.
5
Y
2
/
1

。1.
-..
...
..2
mm
の

砂
粒

を
多

量
に

含
む

石
英

・
長

石
含

む
民

径
8/
8

A
類

摩
減

普
通

灰
白

I
O
Y
R
8
/
2

。1
--
--
1m
m
の

砂
粒

を
少

量
含

む
石

英
・

長
七

合
む

口
径

1/
8

横
な

で
や

や
艮

Ij(
N
6
/
 

。l
'-
""
"'
lm
m
の

砂
粒

を
少

量
含

む
石

英
含

む
口
径
3/
8

な
で

良
好

灰
白

5
Y
7
/
1
 

。
1
~
2
m
m
の
砂
紡
を
合
む

石
央

・
長

石
含

む
底
径
J
/
自

績
な

で
良

好
灰

白
N
7
/

称
。

オ
リ

ー
ブ

黒
7
.
5
Y
3
/
2

O
.
I
~
l
m
皿
の
砂
粒
を
少
量
含
む

石
東

・
長

石
含

む
底
径
1
/
8

横
な

で
普

通
燈
7
.
5
Y
R
6
/
6

。
]
~
l
m
m
の
砂
粒
を
少
量
含
む
石
英
含
む

口
径
J
/
8

横
な

で
・

指
な

で
や

や
良

に
ぷ

い
黄
2
.
5
Y
6
/
3

O
.
2
~
3
m
m
の
砂
粒
を
多
量
に
合
む

石
英

・
長

石
含

む
u
j圭

1/
8

普
通

に
ぷ

い
黄
2
.
5
Y
6
/
3

O.1
.-.
...
...
2mm

の
砂

粒
を

含
む

石
英

・
長

石
含

む
8/

自
重

量
33
.6
3 

指
お

き
え

後
横

な
で

や
や

良
に

ぶ
い

黄
2
.
5
Y
6
/
3

O
.
3
~
4
m
m
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む

石
央

・
長

石
含

む
日
{
壬

1/
8

指
な

で
・

横
な

で
や

や
良

灰
白

7
.
5
Y
7
/
1

。
I
~
I
阻
の
砂
粒
を
少
量
含
む

b
英

合
む

底
径
3/
8

横
な

で
良

好
灰
1
¥
5/

粕
，

灰
オ

リ
ー

プ
7
.
5
Y
5
/
2

精
良

底
待

2/
8

横
な

で
良

好
);
，¥
1¥
5/
 

。1
--.
..，
5m
m
の

砂
粒

を
含

む
石

英
・

長
石

含
む

底
径
1/
8

布
目

圧
痕

普
通

灰
5
Y
5
/
1
 

0
.
3
~
5
m
m
の
砂
粒
を
含
む

石
英

・
長

石
含

む
破

片

摩
滅

普
通

に
ぷ

い
黄

燈
1
0
Y
R
7
/
3

内
黒

2
.
5
Y
2
/
1

。
1
~
l
m
m
の
砂
粒
を
含
む

石
英
・
長
;
七
台
む

破
片

A
類

な
で

・
指

お
さ

え
や

や
艮

に
ぶ

い
椅
7
.
5
Y
R
6
/
4

。
1
~
3
胴
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む

石
英
・
長
{
i
・
金
雲
母
含
む

口
怪

1/
8

刷
E
日

・
板

な
で

普
通

に
ぶ

い
黄
2
.
S
Y
6
n

0
.
3
~
4
皿
m
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む

石
央

・
長

七
含

む
破

片

板
な

で
普

通
に

ぷ
い

黄
2
.
5
Y
6
/
3

O.
2-
--
-3
mm

の
砂

粒
を

多
量

に
合

む
石

英
・

長
石

含
む

u
j王

1/
日

横
な

で
普

通
灰
白

2
.
5
Y
8
/
1

O.1
.-.
...
...
1mm

の
砂

粒
を

少
量

含
む

石
英

・
長

石
含

む
底

径
3/
日

横
な

で
・

指
な

で
普
通

灰
白

2
.
5
Y
8
/
1

。1
--
--
-0
.5
mm
の

砂
位

を
少

量
含

む
石

英
合

む
底

1'1
'4
/8

横
な

C
良

好
!-
*N
S/
 

O
.
I
~
l
m
[
の
砂
粒
を
少
量
含
む

石
英

含
む

底
径
1/
8



0
0
 

乙心

遺
番
物号

34
3 

34
4 

34
5 

34
6 

34
7 

34
8 

34
9 

35
0 

35
1 

35
2 

35
3 

35
6 

35
7 

35
8 

35
9 

3臥
)

36
1 

36
2 

36
3 

36
4 

36
5 

36
6 

36
7 

36
8 

36
9 

37
0 

37
2 

37
3 

37
4 

37
5 

37
6 

37
7 

37
8 

37
9 

3副
)

38
1 

38
2 

38
3 

挿
番
号凶

図
番
版号

46
 

46
 

46
 

46
 

46
 

46
 

46
 

46
 

4
6
1
1
0
7
 

46
 

4
6
1
1
0
7
 

47
 

47
 

47
 

47
 

47
 

47
 

4
7
1
1
0
8
 

47
 

47
 

47
 

47
 

47
 

47
 

4
7
1
1
0
8
 

47
 

48
 

48
 

48
 

48
 

48
 

48
 

50
 

50
 

50
 

50
 

5
0
1
1
0
8
 

50
 

器
種

口(C
m径
)

 

須
恵

器
蓋

須
恵

器
蓋

16
.8
 

須
恵

器
孟

14
.4
 

須
恵

器
高

台
付

坪

須
恵

器
短

頚
壷

1
1.
0
 

須
恵

器
者

須
曹

、
器

高
台

付
壷

須
恵

、
器

両
台

付
壷

須
恵

器
硯

9.
8 

須
恵

、
質

平
瓦

j[
存
畏

9.
9 

窯
道

具

須
恵

器
高

台
付

杯
13
.5
 

須
恵

器
横

瓶
10
.5
 

十
師

器
斐

22
.7
 

須
恵

器
局

台
付

向
、

須
恵

器
両

台
付

壷

土
師

質
聾

33
.4
 

縄
文

土
器

浅
鉢

土
師

器
椀

上
師

器
椀

黒
色

土
器

椀

黒
色

土
器

椀

須
恵

器
村

、
12
.9
 

須
恵

器
河

、

須
恵

器
高

台
付

壷

須
;
曹
、
器
荷
台
付
杯

須
恵

器
量

13
.7
 

須
恵

器
品

台
付

坪

須
恵

器
品

台
j'J

坪

土
師

器
坪

1
1.
6
 

土
師

質
墾

27
.4
 

黒
色

士
器

椀
16
.0
 

須
恵

器
蓋

17
.9
 

土
師

器
削

、

士
師

器
皿

土
師

器
皿

25
.8
 

FL
器

椀
1:
).
1 

土
師

探
州

、

器(
on高
)

 底C
cm径

)
 

外
面

へ
フ
切
り
後
な
で
・
向
転
へ
フ
印
l
り
・
横
な
で
る

ヘ
ラ

削
り

後
指

な
で

・
横

な
で

横
な

で
・

ヘ
ラ

削
り

7.
9 

横
な
で
・
ヘ
ラ
削
り
後
指
な
で
る

横
な

で
・

タ
タ

キ
日

(
格

子
)

10
.5
 
横
な
で
・
ヘ
ラ
削
り
後
な
で
る

10
.4
 
横

な
で

・
ヘ

ラ
削

り
後

な
で

13
.7
 
タ

タ
キ

目
(

格
子

)
・

へ
ラ

削
り

後
な

で

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・

へ
ラ

印
j
り

・
横

な
で

最
大
厚

タ
タ

キ
目

(
縄

円
)

後
な

で
2.
5 

な
で

4.
9 

10
.7
 
横
な
で
・
な
て
?
・
ヘ
ラ
切
り

債
な

で
・

摩
滅

横
な

で
・

摩
滅

・
刷

毛
日

10
.9
 
横

な
で

・
ヘ

フ
切

り

10
.0
 
横

な
で

・
指

な
で

・
ヘ

ラ
削

り

横
な

で
・

刷
毛

甘

沈
線

8.
6 

横
な

で
・

ヘ
ラ

切
り

後
な

で

7.
7 

横
な

で

な
で

7.
0 

横
な

で
・

摩
滅

横
な

で

8.
0 

横
な

で
・

ヘ
ラ

切
り

7.
1 

横
な

で
・

ヘ
ラ

削
り

・
な

で
・

自
然

粕

9
.4
 
横

な
で

横
な

で
・

灰
か

ぶ
り

・
ヘ

フ
削

り

10
.8
 
横

な
で

・
ヘ

ラ
切

り

9.
8 

横
な

で
・

ヘ
ラ

切
り

後
な

で

3.
4 

6.
8 

横
な

で
・

ヘ
ラ

切
り

後
な

で

横
な

で
・

摩
滅

・
刷

毛
日

な
で

横
な

で

相
I離

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

剥
落

・
へ

フ
ミ

ガ
キ

;)
.0
 

4.
9 

横
な

で
・

指
お

さ
え

摩
滅

l!j 
面

焼
成

色
調

品、
土

遺
存

度
備

考

な
で

良
好

!火
N
4
/

O
.
I
~
l
m
m
の
砂
粒
を
少
量
合
む
石
英
含
む

破
片

横
な

で
・

指
な

で
良

好
!火

N
6
/

精
良

破
片

横
な

で
・

指
な

で
良

好
灰

N
6
/

。1
--
--
2m
m
の

砂
粒

を
含

む
石

英
含

む
口

径
3/

日

横
な

で
・

指
な

で
良

好
灰

N
4
/

O
.
I
~
l
m
m
の
砂
粒
を
少
量
含
む
石
長
含
む

底
径

4/
8

横
な

で
良

好
青

灰
5
P

 H
6
/
1
 

粕
:
1
;
天
オ
リ
ー
プ
7
.
5
Y
6
/
2

(1
.l
~
1
醐
の
砂
粒
を
少
量
含
む
石
英
含
む

口
径

3/
8

横
な

で
良

好
灰

]¥
'6
/

粕
.
オ
リ

プ
黒
7.
5
Y

 3/
2 

。1
--
1m
m
の

砂
粒

を
少

量
含

む
石

央
・

長
石

含
む

底
径
3/
8

横
な

で
・

指
な

で
良

好
灰

]¥
'6
/

柏
黒

I
O
Y
2
/
1

。l
--
1m
rn
の

砂
粒

を
少

量
含

む
石

英
含

む
底

径
4/
8

横
な

で
・

指
な

で
良

好
灰

K
S
I

O
.
I
~
l
m
m
の
砂
粧
を
含
む
石
英
・
長
石
含
む

底
f手

2/
8

板
な

で
・

横
な

で
や

や
良

灰
N
6
/

O
.
I
~
l
m
m
O
)
砂
粒
を
少
量
含
む
石
英
含
む

円
径
2/
8

透
し

12
個

布
目

圧
痕

普
通

灰
向

5
Y
7
/
1
 

0
.
5
~
3
皿

0)
砂
粒
を
含
む
石
英
・
長
石
合
む

破
片

良
好

1;1
( 
5

 Y
4
/
1
 

0
.
3
~
6
m
m
の
砂
粒
を
含
む
石
英
含
む

7/
8 

横
な

で
・

仕
上

げ
な

で
や

や
良

灰
白

N
7
/

0
.
2
~
l
m
m
の
砂
粒
を
合
む
石
英
・
長
七
合
む

庶
径
3/
8

11
¥
形
状
圧
痕

横
な

で
・

青
海

波
当

呉
痕

や
や

不
良

灰
白

5
Y
7/

1
 

O
.
I
~
l
m
m
の
砂
粒
を
含
む

b
英

・
長

石
含

む
口

径
4/
8

摩
滅

・
刷

毛
目

・
ヘ

ラ
削

り
後

刷
毛

円
や

や
不

良
j天

白
1
0
Y
R
8
/
2
 

。1
"'
-'
2m
m
の

砂
粒

を
含

む
わ

英
・

長
石

吉
む

口
径

1/
8

横
な

で
普

通
灰

N
6
/

O
.
I
~
l
m
m
の
砂
粒
を
少
量
含
む
石
英
・
長
石
含
む

底
径
2/

自

横
な

で
・

指
な

で
良

好
灰

白
]¥
'7
/

。1
--
1m
m
の

砂
粒

を
含

む
石

央
含

む
底

径
2/
8

横
な

で
・

板
な

で
・

刷
毛

目
や

や
艮

に
ぶ

い
黄

樫
I
O
Y
R
6
/
4

0
.
2
~
3
m
m
の
砂
粒
を
含
む

石
英

・
長

石
含

む
口
ィ
手

1/
8

な
で

普
通

に
ぶ

い
黄

櫨
I
O
Y
R
7
/
4

。1
--
3m
rn

の
砂

粒
を

多
量

に
含

む
石

英
・

長
石

含
む

破
片

横
な

で
普

通
樫

7
.
5
Y
R
6
/
6

0
.
2
~
3
皿
の
砂
粒
を
含
む

石
英

・
長

石
合

む
底

径
3/
8

横
な

で
普

通
樫

7
.
5
Y
R
7
/
6

。
I
~
O
拘
置
の
砂
粒
を
少
量
含
む

石
英

含
む

底
径
3/
8

な
で

普
通

に
ぶ

い
黄

燈
1
0
Y
R
6
/
4

内
:

黒
2
.
5
Y
2
/
1

0
.
1
~
1
醐

0)
1砂
粒
を
含
む
石
央
・
長
石
含
む

破
片

畿
内

産
A
類

摩
滅

普
通

浅
黄

棒
2
.
5
Y
7
/
3

内
:

黄
灰

2
.
5
Y
41
1 

0
.
1
~
2
凹
の
砂
粒
を
多
量
に
合
む

石
英

・
長

七
合

む
底

径
2/
8

A
類

横
な

で
や

や
不

良
に

ぶ
い

黄
椅

1
0
Y
R
6
/
3
 

0
.
1
~
1
酬
の
砂
粒
を
含
む

石
英

・
長

七
含

む
口
径

1/
8

横
な

で
良

好
灰

7
.
5
Y
6
/
1

精
艮

氏
径
3/
8

横
な

で
・

白
然

和
i

良
好

灰
N
5
/

柚
灰

オ
リ

ー
プ
7
.
5
Y
4
/
2

。1
-.
..
..
2m
m
の

砂
粒

を
少

量
含

む
七

英
・

長
七

含
む

底
径
4/
8

横
な

で
良

好
灰

N
6
/

o. 
1-.
...
..0
. 
5m
m
の

砂
粒

を
少

量
含

む
石

英
・

長
石

含
む

底
径

1/
8

な
で

良
好

灰
N
5
/

柚
.

灰
オ

リ
プ
7
.
5
Y
5
/
2

精
良

u
l呈

1/
8

横
な

で
良

好
灰

N
6
/

0
.
2
~
2
m
m
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む

石
英

・
長

石
含

む
底

径
1/
8

横
な

で
良

好
灰

N
5
/

O
.
I
~
l
m
租
の
砂
粒
を
少
量
含
む

石
英

含
む

底
径

1/
8

横
な

で
普

通
に

ぷ
い

黄
樟

I
O
Y
R
7
/
3

O
.
I
~
l
m
租
の
砂
粒
を
少
量
含
む

石
央

・
長

石
含

む
U
径

1/
8

摩
滅

普
通

浅
黄
2
.
5
Y
7
/
3

0
.
2
~
l
m
m
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む
石
英
・
長
石
含
む

破
片

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
や

や
良

黒
2
.
5
Y
2
/
1

O
.
I
~
1
阻
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む
石
央
・
長
石
含
む

口
径
1
/
8

B
類

横
な

で
や

や
良

灰
黄
2
.
5
Y
7
/
2

0
.
1
~
3
m
m
の
砂
粒
を
含
む

石
英

・
長

石
含

む
破
片

fIl
J離

普
通

燈
7
.
5
Y
R
7
/
6

精
良

破
片

摩
滅

普
通

+畳
5
Y

 R
6
/
6
 

。1
--
-1
mm

の
砂

粒
を

少
量

含
む

石
英

・
長

石
含

む
破

片

剥
落

・
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

普
通

浅
黄

棒
7
.
5
Y
 R
8
/
4
 

精
良

口
径
2
/
8

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・

横
な

で
ヂ

良
灰

N
4
/

。1
--
0.
;)
皿

の
砂

粒
を

少
量

含
む

石
央

含
む

6/
白

和
泉

型

摩
滅

者
通

控
5
Y

 R
 7/
6 

精
良

破
片



0
0
 

4
ら

遺番
物号

38
4 

38
5 

3
8
6
 

38
7 

38
8 

38
9 

39
0 

39
1 

39
2 

39
:3 

39
4 

39
6 

39
7 

39
8 

39
9 

40
1 

40
2 

41
13
 

40
4 

40
5 

40
6 

40
7 

40
9 

41
0 

11
1 

41
2 

41
3 

41
4 

41
5 

41
6 

41
7 

41
8 

41
9 

42
0 

42
2 

42
3 

42
4 

42
6 

挿番
号同

|文
|版

番
号

50
 

50
 

50
 

50
 

5
0
1
1
0
8
 

30
 

;>0
 

;i
O
 

5
0
1
1
0
8
 

50
 

50
 

52
 

52
 

52
 

52
 

52
 

52
 

52
 

52
 

52
 

54
1 
10
9 

5
4
1
1
0
9
 

"0
 

日
5

55
 

。5 55
 

55
 

55
 

55
 

。。 55
 

55
 

切「れ
s ss 55
 

5
5
1
1
0
9
 

5
6
1
1
0
9
 

器
種

口(c
mf
圭)

 

上
師

器
皿

2
1.
 7

 

十
削
l質

斐
14
.8
 

瓦
器

椀

須
恵

器
鉢

土
師

器
皿

17
.4
 

須
恵
器
土
ィ
、
身

10
.4
 

須
，
1
c
J
]
:
器
量

16
.4
 

製
塩

土
器

10
.5
 

上
師

器
蓋

24
.3
 

須
恵

器
向

、
蓋

9
.
8
 

瓦
質

号
室

須
恵

器
量

18
.2
 

須
恵

器
高
台
付
よ
干

須
恵

器
脊

22
.8
 

管
状

上
錘

理干
7長 4.
1 

須
恵

器
高

台
付

杯

須
恵

器
高

台
H

査

須
車

、
岩

斐

管
状

+
錘

JW
存
長

4.
0 

須
恵
号
再

葦
14
.6
 

須
恵

器
高

杯
23
.4
 

陶
器

帝
12
.0
 

土
師

質
翌

土
師

質
菜

須
恵

器
折

、

七
師

器
蓋

12
.8
 

須
恵

器
短

頚
査

10
.4
 

管
状

土
錘

品
6打

i長2
 

上
師

質
有

13
 .
8 

土
師

質
饗

須
恵

器
上

不

須
恵

器
皿

須
虫
、
器
土
イ
、

土
師

器
杯

須
恵

器
壷

士
郎

賞
受

30
.6
 

須
曹

、
器

杯
13
.2
 

土
師

器
材

、

器(
cm両
)

 民 (
cm径

)
 

外
面

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
・

摩
滅

・
指

お
き

え
後

な
で

な
で

・
摩

滅
・

刷
毛

日

4.
8 

指
お

さ
え

後
な

で
・

な
で

11
.2
 
摩

滅
・

ヘ
ラ

削
り

2.
3 

14
.0
 
摩

滅
・

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ

横
な

で
・

へ
ラ

削
り

横
な
で
込
後
ヘ
ラ
削
り

f旨
お

さ
え

後
な

で

2.
 i

 
横

な
で

・
へ

フ
削

り

横
な

で

摩
滅

横
な

で

1
1.
0

 横
な

で
・

な
で

・
へ

ラ
切

り
後

な
で

横
な

で

最
人
厚

指
お

さ
え

・
な

で
1.
8

 摩
滅

11
.6
 
棋

な
で

横
な

で

最
1大曲
8面

最
ヌ
厚

指
お
さ
え

.I
J:

で
1.
9

 横
な

で
・

ヘ
ラ

剖
り

横
な

で
・

ヘ
ラ

首
IJ
り

横
な

で

師
U
E
El

刷
毛

目
・

指
な

で

8.
2 

横
な

で
・

ヘ
ク

切
り

摩
滅

横
な

で
.
u
然

柚

最
1大
掃2

 最
大
lヲ
m

お
さ

え
・

な
で

1.
2

 な
で

刷
毛

同
・

な
で

8.
0 

横
な

で
・

ヘ
ラ

切
り

後
生

で

8
.
8
 
横

な
で

・
ヘ

ラ
切

り
後

な
で

I
.
!."l 

横
な
で
る
・
ヘ
ラ
削
り

摩
滅

¥0
.5
 
横

な
で

横
な

で
・

刷
E

日

3.
6 

8
.
0
 
横

な
で

・
へ

フ
切

り

3.
1 

7.
1 

ヘ
ラ
削
り
後
な
で
・
ヘ
ラ
切
り
後
な
で
る
.
な
で

内
同

焼
成

色
調

胎
士

遺
存

度
備

考

ヘ
ヲ

ミ
ガ

キ
・

摩
滅

普
通

燈
5
Y

 R
7
/
6
 

O
.
l
-
-
l
m
m
の

砂
粒

を
少

量
含

む
石

英
・

長
石

含
む

口
径

1/
8

朝
j離

普
通

明
黄

褐
I
O
Y
R
7
/
6

O
.
3
~
4
酬
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む

石
央

・
長

石
含

む
口
径
J
/
8

ヘ
ラ

ミ
ガ

干
・

摩
滅

普
通

灰
5
Y
4
/
1
 

。
I
~
I
四
の
砂
粒
を
少
量
含
む
石
央
合
む

低
径

1/
8

和
泉

塑

横
な

で
普

通
灰

黄
2
.
5
Y
7
/
2

。
1
~
1
剛

lの
砂
粒
を
含
む

石
先

・
長

石
合

む
底
径
1
/
8

摩
滅

・
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

普
通

椅
7
.
5
Y
R
U
6

精
良

u
l圭

1/
8

横
な

で
や

や
良

灰
N
6
/

。1
--
-l
mm

の
砂

粒
を

少
量

含
む

石
英

含
む

口
径
'
1
/8

横
な

で
良

好
明

紫
灰

白
P
7
/
1
 

O
.
I
~
l
m
m
O
)
砂
粒
を
少
量
含
む
石
英
含
む

口
径

2/
8

指
お
さ
え
後
な
で
る

普
通

極
S
'{
R6
/f
i 

0
.
3
~
3
皿
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む

石
央

・
長

石
含

む
u
l圭

1/
日

横
な

で
・

ヘ
ラ

削
り

普
通

明
赤

縄
2
.
S
Y
R
;
)
/
6

O
.
I
~
l
m
m
の
砂
粒
を
含
む

石
央

・
長

石
含

む
破

片
亦

色
顔

料
付

着

横
な

で
良

好
灰

.'
;6
/

。1
--
lm
m
の

砂
粒

を
少

量
含

む
石

英
含

む
nI
l'
l
/8
 

摩
減

普
通

'
*
N
5
/
 

0
.
1
~
:
3
皿
の
砂
粒
を
少
量
含
む

石
央

・
長

石
含

む
破

片

横
な

で
良

好
灰

白
5
Y
7
/
1
 

。1
--
()
.5
mm

の
砂

粒
を

少
量

含
む

石
英

・
長

石
含

む
被

片

績
な

で
良

好
灰

N
5
/

。1
-
-
O
.
5
m
m
の

砂
粒

を
少

量
含

む
石

央
・

長
石

含
む

底
径
1
/
8

横
な

で
良

好
灰

N
6
/

O
.
1
-
-
2
m
m
の

砂
粒

を
含

む
石

英
含

む
破

片

普
通

黄
'
j
(
2
.
5
Y
4
/
1

0.
1
叶

mm
O)

砂
粒

を
含

む
石

英
・

長
石

含
む

お
/6

重
量

11
.9
9 

摩
滅

や
や

不
良

灰
N
8
/

。1
--
0.
S酬

の
砂

粒
を

少
量

含
む

;
恒
英
含
む

破
片

横
な

で
良

好
灰

N
5
/

O
.
2
-
-
1
m
m
の

砂
粒

を
含

む
石

英
・

長
石

含
む

破
片

横
な

で
良

好
Ij(

N
6
/

称
オ

リ
ー

プ
黒

7
.
5
Y
3
/
2

。l
-
-
1
m
m
の

砂
粒

を
少

量
含

む
石

央
・

長
石

含
む

破
片

普
通

明
黄

樹
I
O
Y
R

 6/
6 

O.
1"
-'
4m
m
の

砂
粒

を
多

量
に

含
む

石
英
・
長
七
・
金
雲
母
合
む

8/
日

重
量

14
.9
1 

横
な

で
良
h

トF
く
N
6
/

精
良

U
I王

1/
8

横
な

で
良

好
革'
;J
(
2
.
5
Y
S
/
l

。}
--
2m
rn

の
砂

粒
を

少
量

含
む

石
員
二
・
長
石
含
む

口
t
f
2
/
8

横
な

で
艮
止
了

灰
黄

褐
I
O
Y
R
4
/
2
 

0
.
2
~
3
m
m
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む

石
英

・
長

石
含

む
円
1壬

8/
8

備
前

焼

指
な
~

良
好

燈
5
Y

 R
6
/
6
 

1l
.l

~:
3
mm
の
砂
粒
を
合
む
石
央
・
長
石
含
む

破
片

な
で
・

J旨
な
て
ー
.
指
お
さ
え

普
通

浅
黄

椅
I
O
Y
R
8
/
 

0.
:J
~
4
m
m
の
砂
粒
を
多
量
に
合
む

石
英

・
長

石
含

む
般
片

績
な

で
や

や
長

灰
白

2
.
5
Y
7
/
1

。1
--
1m
m
の

砂
粒

を
少

量
含

む
石

英
含

む
!
氏
径
2
/
8

摩
減

普
通

に
ぷ

い
黄

燈
Il
I¥ア

R
7/
2 

O.
1-
-1
mr
n
の

砂
粒

を
少

景
合

む
石

英
・

長
石

含
む

U
l圭

1/
自

横
な

で
・

日
然

柚
良

好
灰

:1
6/

柚
.

灰
オ

リ
ー

プ
7
.
5
Y
l
/
2

。
1
~
1
酬
の
砂
粒
を
少
量
含
む
右
英
合
む

口
径
1
/
8

普
通

灰
白

2
.
5
Y
7
/
1

。1
--
0.
5m
ll
l
の

砂
粒

を
少

量
含

む
石

英
合

打
8
/
8
 

重
量

7.
11
 

な
で

普
通

明
赤

褐
5
Y

 R
5
/
6
 

O.
 ;j
--
3m
m
の

砂
粒

を
多

量
に

含
む

'7 
i英

・
長

石
含

む
U
径

1/
自

刷
l毛

同
普

通
明

褐
7
.
5
Y
R
5
/
6

。1
--
3m
m
の

砂
粒

を
含

む
石

央
・

長
七

合
む

破
片

横
な

で
や

や
良

灰
円

2
.
S
Y
7
/
1

0.
1

叶
mm
O)

砂
粒

を
含

む
石

央
含

む
底
径
1
/
日

横
な

ご
普

通
l火

白
2

五
Y
8
1l

精
良

底
径

2/
自

横
な

で
や

や
艮

黄
灰

2
.
5
Y
日
/1

。1
--
2m
m
の

砂
粒

を
含

む
石

英
含

む
底

待
1/
8

摩
減

背
通

特
7.

.，Y
R
7
/
6

。l
--
lm
m
の

砂
粒

を
少

量
含

む
石

英
含

む
破}
'，

績
な

で
良

好
!
火
白

2
.
5
Y

 7/
1

柏
灰

オ
リ

ー
プ

7
.
5
Y
5
/
2

(1
.l
~
1
四
の
砂
粒
を
少
量
含
む
石
央
含
む

底
径
1
/
日

横
な

で
・

刷
E
El

や
や

良
明
赤
褐
;
)
Y

 R
5
/
6
 

O
.
2
~
4
皿
の
砂
粒
を
多
量
に
合
む

石
英

・
長

石
含

む
υ

径
1/
8

横
な

で
や

や
不

良
灰

白
2
.
5
Y
7
/1

。
1
~
2
聞
の
砂
粒
を
多
貴
に
含
む

七
英

・
長

石
合

む
6
/
8
 

な
で

普
通

に
ぷ

い
檀

7
.
5
Y
R
5
/
4

o
 

.1
.~

3m
mO

)
砂
粒
を
多
昌
に
含
む

石
英

・
長

石
含

む
口
径

2/
8



a
コ

亡
刀

遺番
物号

42
7 

42
自

42
9 

43
0 

43
1 

4
3
2
 

4
3
3
 

4
3
4
 

4
3
5
 

43
6 

4
3
7
 

4
3
8
 

4
3
9
 

4
4
0
 

44
1 

44
2 

4
4
3
 

4
4
4
 

4
4
5
 

4
4
6
 

4
4
7
 

4
4
8
 

4
4
9
 

4
5
0
 

4S
1 

45
2 

4
5
3
 

4
5
4
 

4
5
5
 

4
5
6
 

4
5
7
 

4
5
8
 

4
5
9
 

46
0 

46
1 

46
2 

4
6
3
 

4
6
4
 

挿番
図培

番図
号版

5
6
1
1
0
9
 

56
 

S6
 

56
 

56
 

56
 

56
 

S6
 

S6
 

5
6
1
1
0
9
 

ー
6 56
 

56
 

56
 

56
 

56
 

5
6
1
1
0
9
 

56
 

5
6
1
1
0
9
 

5
6
1
1
0
9
 

56
 

5
6
1
1
1
0
 

S6
 

56
 

5
6
1
1
1
0
 

56
 

56
 

56
 

5
6
1
1
1
0
 

56
 

S6
 

56
 

56
 

56
 

56
 

5
6
1
1
1
0
 

56
 

56
 

器
車垂

口(
cm径
)

 

土
師

禅
問

く
1
3
.
6
 

土
師

器
蓋

1
7
.
"
 

土
師

無
蓋

土
師

器
蓋

土
師

器
郊

B
.
8
 

土
師

器
杯

土
帥

岩
五

千

土
師

岩
坪

1
3
.
9
 

土
師

器
対

ト

土
師

器
1同
台
ii
亦

1
6
.
9
 

土
師

器
出

土
師

器
出

土
銅

器
m
 

1
8
.
5
 

土
師

器
m
 

2
0
.
2
 

+回
D器

皿
2
3
.
6
 

土
師

質
鉢

1
4
.
6
 

土
日
市
質

鉢
19
. 
"

 

土
師

器

須
恵

器
蓋

1
0
.
6
 

須
忠

器
坪

蓋
9
.
8
 

須
恵

器
杯

身
9
.
6
 

須
恵

器
坪

身
9
.
4
 

須
l恵

諜
坪

身

須
恵
器
上
司
、

1
1
.
9
 

須
恵

器
坪

1
0
.
9
 

須
恵

器
材

ド
11
.
8

 

須
恵

、
器

杯
1
4
.
2
 

須
恵

器
杯

1
3
.
0
 

須
恵

、
器

蓋
1
3
.
8
 

須
曹

、
器

蓋
13
.1
 

須
恵

器
卓

14
.3
 

須
恵

、
岩

最
1
6
.
6
 

須
恵

器
量

1
5
.
9
 

須
恵

器
両
ff

付
郎

1
6
.
0
 

須
恵

器
品

台
付

坪
1
7
.
8
 

須
恵

器
高

台
付

苅
1
4
.
8
 

須
恵

器
品

台
H
珂、

1
2
.
7
 

須
恵

器
日

J
台

付
杯

器(
cm
局
)
 民(
cm径
)

 
外

面

3
.
7
 
1
1.

1
 な
で
.
I
i
lU
モ
日

横
な

で

横
な
て
?
重
へ
ラ
ミ
ガ
キ

横
な

で

横
な

で

摩
滅

・
ヘ

ラ
ミ

ガ
キ

横
な

ご

横
な

で

な
で

3
.
8
 
1
2
.
8
 
摩

滅
・

横
な

で

横
な

で

横
な

で

16
.1
 
剥

離

2
.
6
 
1
7
.
0
 
な

で

摩
減

な
で

席目
"s
n

・
な
て
か

摩
滅

・
な

で

3.
1 

横
な

で
・

ヘ
ラ

切
り

後
な

で

3.
2 

横
な

で
・

ヘ
ラ

切
り

後
な

で

3.
1 

横
な

で

3
.
2
 

横
な

で
・

ヘ
ラ

切
り

後
な

で

ヘ
ラ

切
り

・
横

な
で

1.
2

 
7.
8 

横
な

で
・

へ
プ

削
り

3
.
7
 

8
.
4
 
横
な
で
・
い
l転

へ
ラ

削
り

・
ヘ

ヲ
切

り
後

な
で

3
.
9
 

6
.
8
 
横
な
で
・
ヘ
ラ
l
;
JJ

り
後
な
で

横
な

で

2
.
8
 
10
.1
 
横

な
で

・
回

転
ヘ

ヲ
切

り
後

な
で

2
.
8
 

な
で
・
へ
フ
開
l
り

・
横

な
で

2.
2 

な
で
・
回
転
ヘ
ラ
削
り
後
な
で
・
横
な
で
・
自
然
柏

横
な

で
・

へ
ラ

削
り

3.
1 

横
な

で
・

へ
ラ

削
り

横
な

で

3
.
9
 
1
1.

0
 横
な
で
・
な
で
.
~
転
ヘ
ラ
切
り
後
な
で

3
.
6
 
13
.8
 
横

な
で

・
へ

フ
切

り
後

な
で

3
.
4
 
1
1
.
4
 
ヘ

ァ
切

り
・

横
な

で

3
.
5
 

8
.
2
 
横

な
で

・
ヘ

ラ
切

り
後

な
で

9
.
2
 
横

な
で

L
 

内
両

焼
成

色
調

晶、
上

遺
存

度
備

考

な
で

普
通

灰
黄

褐
1
0
Y
R
5
/
2
 

O.
2.
--
--
-2
mm
の

砂
粒

を
多

量
に

合
む

石
央

・
長

石
含

む
!
且
径

5
/
8

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
普

通
位

5
Y

 R
6
/
6
 

。
l
~
l
m
m
O
)
砂
粒
を
争
責
含
む

h
央

含
む

U
i 呈

1/
8

横
な

で
後

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
背

通
に

ぷ
い

黄
灰

I
O
Y
R
5
/
3
 

精
良

破
片

市
黄
な
で

普
通

燈
5
Y

 R
 7
/
6
 

精
良

破
片

横
な

で
普

通
鐙

5
'{
 
R
6
/
G
 

オJ
.
1-
--
--
0.
 5
皿

の
砂

粒
を

少
量

含
む

干
，
*
・
長
七
合
む

ui
予
1
/
8

横
な
て
や
後
へ
ブ
ミ
ガ
キ

普
通

控
5
Y

 R
6
/
6
 

精
艮

丹波
ハ

横
な

で
普

通
樟

7
.
S
Y
R
6
/
6
 

。l
--
--
-1
mm
O)
砂

粒
を

少
量

含
む

:
r
i
英
含
む

破
口

横
な

で
普

通
十者

5
Y

 R
6
/
6
 

0
.
1
~
3
m
m
O
)
砂
粒
を
少
量
含
む

石
英

・
長

七
合

む
n
i平

1/
8

普
通

持
7
.
5
Y
R
7
/
 

。
1
~
1
酬
の
砂
粒
を
少
量
含
む

石
英

含
む

破
片

摩
滅

・
刷

毛
H
後

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
背

通
燈

5
Y
I，
6
/
6
 

。l
--
--
..
lm
mO
)
砂

粒
を

合
b

石
英

含
む

I!i.
i圭

4
/
8

横
な

で
後

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
普

通
樟

7
.
5
Y
R
7
/
6

。
l
~
l
m
m
の
砂
粒
を
少
量
合
む

れ
英

含
む

破
片

横
な

で
普

通
に

ぷ
い

黄
燈

I
O
Y
R
7
/
4

。
l
~
l
m
m
の
砂

1院
を
/
少
量
含
む

臼
英

・
長

石
含

む
破

片

担
I離

13
J 虚

占
、
燈

I
O
R
6
/

精
良

低
径

3
/
8

ヘ
ラ

ミ
ガ

キ
普

通
燈

5
Y

 R
7
/
 

O
.
I
~
2
m
m
の
砂
粒
を
少
量
含
む

石
英

含
む

1/
8 

摩
滅

普
通

燈
7
.
G
Y
R
7
/
8

精
良

υ
径

1/
8

摩
減

普
通

持
7
.
5
Y
R
7
/
6
 

。1
-
-
l
m
m
の

砂
粒

を
少

量
含

む
石

英
合

む
r
 

11
:l'
.1
/8
 

刷
毛

目
・

な
で

良
好

1;
1
(
黄
伺

1
0
Y
1<
4
/
2
 

O.
3-
--
-3
mm
O)
砂

粒
を

含
む

石
英

・
長

石
含

む
口
I半

1
/
8

な
で

・
文

様
普

通
に

ぶ
い

黄
椅

I
O
Y
R
7
!
3

O
.
I
~
1
四
の
砂
粒
を
少
量
含
む

;
恒
英
合
む

破
片

横
な

で
・

横
な

で
後

な
で

良
好

灰
N
5
/

。1
--.
...
-2m
m
の

砂
粒

を
少

量
含

む
石

英
含

む
11
1 壬

2
!
8

横
な

C
良

好
!
火
白

1
0
Y
R
7
!l

。1
--
--
-l
mm
OJ
砂

粒
を

少
量

合
む

石
英

合
む

口
f手

3
/
8

横
な

で
良

好
黄

灰
2
.
5
Y
6
/
1

O.
2.
-.
..
..
.-
2m
m
の

砂
粒

を
少

量
含

む
fゴ

英
合
む

円{
圭

4
/
8

横
な

で
良

好
紫
灰
:
1

P
6
/
1
 

。]
--
--
--
lm
m
の

砂
粒

を
少

量
合

む
石

央
含

む
口
径
，

2
/
8

横
な

で
柏H

山、百
l長

白
2
.
5
Y
7
/
1

。
1
~
1
酬
の
砂
粒
'
Ý
2
l
"
む
石
英
~
む

底
径

2
/
8

横
な

で
普

通
黄

灰
2
.
5
Y
5
/
1

O.
~

，，-
':1
mm
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む

七
英

・
長

石
含

む
口

径
2/
8

横
な

で
や

や
艮

灰
N
6
/

。1
--
--
lr
um
の

砂
粒

を
少

量
含

む
石

英
含

む
口
j圭

1/
8

債
な

で
艮

好
灰

N
5
/

。1
--
2m
mO
)
砂

粒
を

世
呈

含
む

七
英

・
長

石
含

む
底
径
2
/
8

横
な

で
や

や
不

良
l:
k白

2
o，
Y
8
/
2
 

。
l
~
l
m
m
の
砂
粒
を
含
む

石
英

含
む

破
片

横
な

で
・

横
な

で
後

な
で

普
通

灰
円

2
.
5
Y
7
/
1

精
艮

底
径

2
/
8

横
な

で
良

好
トノ
て円

J¥.
7/

。1
--
--
lm
mO
)
砂

粒
を

少
量

含
む

干
l'
X
含

む
4
/
8
 

横
な

で
良

好
I:k

N
6
!

紬
晴

灰
黄

2
.
5
Y
4
/
2

精
良

u
i壬

1/
自

横
な

で
良

好
灰

N
6
/

精
長

1
/
8

 

横
な

で
や

や
良

伏
白

2
.
5
Y
7
/
1

。1
-
-
l
m
m
の

砂
粒

を
多

量
に

含
む

石
英

・
長

七
含

む
n
i手

1/
8

横
な

で
良

好
灰

白
2
.
5
Y
7
/
1

粧
.
暗
オ
リ

プ
7
.
5
Y
4
/
3

精
良

円
径

1
/
8

横
な

で
や

や
不

良
灰

白
2
.
5
Y
8
/
1

O
.
l
-
-
l
m
m
の

砂
粒

を
合

む
石

英
合

む
日
j圭

2
/
8

横
な

で
良

好
黄

灰
2
.
5
Y
6
/
1

0
.
2
~
l
m
m
の
砂
粒
を
少
量
合
む

七
英

含
む

底
径

1/
8

横
な

で
や

や
良

灰
N
6
/

。l
-
-
1
m
m
の

砂
粒

を
含

む
心

英
・

長
七

含
む

4
/
8
 

横
な

で
良

好
灰

N
6
/

。l
-
-
l
m
m
の

砂
粒

を
含

む
石

英
含

む
υ
f圭

2
/
8

横
な

で
や

や
不

良
灰

打
2
.
5
Y
7
/
1

精
良

底
径

8
/
8



。D σ3 

遺番
物号

挿番
号図

図番
版号

器
種

46
5 

56
11
10
 
須

恵
器

高
台

付
亦

46
6 

56
 

須
恵

器
皿

46
7 

56
 

須
恵

器
高

杯

46
8 

56
11
10
 
須

恵
器

晶
杯

46
9 

56
11
10
 
須

恵
器

査

47
0 

56
 

須
恵

器
聾

47
1 

57
11
10
 
土

師
質

聾

47
2 

57
 

土
師

質
要

47
3 

57
 

土
師

質
事

47
4 

57
 

土
師

質
聾

47
5 

57
 

土
師

質
聾

47
6 

57
 

土
師

質
聾

47
7 

57
 

土
師

質
鍋

47
8 

57
 

土
師

質
鍋

47
9 

57
 

土
師

質
聾

48
0 

57
 

土
師

質
か

ま
ど

48
1 

57
 

製
塩

土
器

48
2 

57
 

製
塩

土
器

48
3 

57
11
10
 
管

状
土

錘

48
4 

57
11
10
 
縄

文
土

器
浅

鉢

遺
物

番
号

挿
図

番
号

図
版

番
号

47
 

14
 

94
 

48
 

15
 

49
 

15
 

50
 

15
 

51
 

15
 

52
 

16
 

53
 

16
 

54
 

16
 

55
 

16
 

56
 

16
 

96
 

57
 

17
 

58
 

17
 

59
 

17
 

60
 

17
 

96
 

61
 

17
 

15
4 

32
 

口(
田径
)

 器(
叩高
)

 底(
叩径
)

 
外

面

20
.0
 

8.
3 

14
.0
 
績

な
で

18
.8
 

2.
1 

16
.1
 
横

な
で

・
ヘ

ラ
切

り
後

な
で

9.
6 

横
な

で
・

沈
線

25
.6
 

横
な

で
・

ヘ
ラ

削
り

後
な

で

6.
6 

横
な

で

23
.2
 

横
な

で
・

凹
線

17
.8
 

横
な

で
・

刷
毛

臼

25
.1
 

横
な

で
・

刷
毛

目

25
.8
 

横
な

で
・

刷
毛

目

2
1.
 7

 
刷

毛
目

・
横

な
で

27
.6
 

横
な

で
・

指
お

さ
え

後
刷

毛
目

30
.1
 

横
な

で

35
.8
 

横
な

で
・

指
お

さ
え

後
刷

毛
目

39
.4
 

横
な

で

19
.4
 

横
な

で
・

摩
滅

・
刷

毛
目

ー
な

で

11
.
8

 
指

お
さ

え
・

な
で

11
.
8

 
指

お
さ

え
・

な
で

署
7醇
長7

 量
2丸
幅1

 最2
大.厚
1

 指
お

さ
え

・
な

で

な
で

・
沈

線

器
種

現
存

長
(c
m)

斎
串

1
1.
4

 

杭
11
4.
7 

杭
70
.5
 

杭
10
2.
0 

杭
69
.0
 

板
材

84
.4
 

板
材

46
.4
 

板
材

29
.9
 

板
材

88
.0
 

板
材

43
.0
 

板
材

39
.1
 

板
材

36
.8
 

板
材

71
.5
 

井
戸

枠
曲

物
32
.5
 

杭
35
.8
 

杭
25
.1
 

内
面

焼
成

色
調

胎
土

遺
存

度
備

寺

横
な

で
良

好
灰

N
4
/

精
良

底
径
2/
8

横
な

で
良

好
灰

N
6
/

0
.
1
~
3
酬
の
砂
粒
を
少
量
含
む

石
英

含
む

口
径
1/
8

横
な

で
や

や
良

灰
白

1
0
Y
R
7
/
1

ü.
1
~
1
皿
の
砂
粒
を
少
量
含
む

石
英

含
む

口
径
3/
8

横
な

で
普
通

灰
N
6
/

百
l..
...
...
lmm

の
砂

粒
を

含
む

石
英

・
長

石
含

む
口

径
1/
8

横
な

で
良

好
灰

N
6
/

軸
・

灰
オ

リ
ー

プ
7
.
5
Y
4
/
2

精
良

口
径
7/
8

横
な

で
普
通

灰
白

5
Y
7
/
1
 

0
.
1
~
1
皿
の
砂
粒
を
少
量
含
む

石
英

・
長

石
含

む
口

径
1/
8

横
な

で
・

板
な

で
や

や
良

に
ぷ

い
褐
7
.
5
Y
 R
5
/
4
 

0
.
1
~
2
皿
の
砂
粒
を
含
む
石
英
・
長
石
・
金
雲
母
含
む

口
径
2/
8

刷
毛

目
普

通
に

ぷ
い

黄
檀
1
0
Y
R
6
/
4
 

0
.
2
~
4
m
m
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む
石
英
・
長
石
含
む

破
片

刷
毛

目
・

な
で

普
通

に
ぷ

い
褐
7
.
5
Y
 R
5
/
4
 

0
.
2
~
3
m
m
の
砂
粒
を
含
む
石
英
・
長
石
含
む

口
径
1/
8

刷
毛

目
・

横
な

で
や

や
良

に
ぷ

い
黄

褐
1
0
Y
R
5
/
3
 

0
.
1
~
2
m
m
の
砂
粒
を
含
む
石
英
・
長
石
含
む

口
径
1/
8

績
な

で
・

刷
毛

目
・

板
な

で
普

通
に

ぷ
い

賞
褐
1
0
Y
R
5
/
3
 

0
.
1
~
3
m
m
の
砂
粒
を
含
む
石
英
・
長
石
含
む

口
径
1/
8

刷
毛

目
普

通
橿
7
.
5
Y
R
6
/
6

0
.
2
~
4
m
m
の
砂
粒
を
含
む
石
英
・
長
石
含
む

口
径
1/
8

横
な

で
・

刷
毛

日
普

通
に

ぷ
い

褐
7
.
5
Y
 R
5
/
4
 

0
.
1
~
2
m
m
の
砂
粒
を
含
む
石
英
・
長
石
含
む

口
径
1
/
自

横
な

で
・

刷
毛

目
普

通
灰

黄
褐
1
0
Y
R
4
/
1
 

0
.
2
~
3
皿
の
砂
粒
を
含
む

石
英

・
長

石
含

む
口

径
1/
8

摩
滅

・
指

お
さ

え
後

前
毛

目
普

通
糧

5
Y

 R
6
/
6
 

精
良

破
片

な
で

普
通

に
ぷ

い
黄

褐
1
0
Y
R
5
/
4
 

0
.
2
~
3
凹
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む

石
英

・
長

石
含

む
破

片

指
お

さ
え

・
な

で
普

通
に

ぷ
い

黄
櫨
1
0
Y
R
6
!
4
 

0
.
2
~
3
凹
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む

石
英

・
長

石
含

む
破

片

板
な

で
普

通
撞

7
.
5
Y
 R
6
/
6
 

0
.
3
~
7
四
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む

石
英

・
長

石
含

む
口

径
1/
8

普
通

に
ぷ

い
黄

種
目
Y
R
6
/
4

0
.
1
~
5
皿
の
砂
位
を
含
む
石
英
・
長
石
含
む

8/
8 

重
量

33
.3
1 

な
で

普
通

に
ぷ

い
黄

糧
1
0
Y
R
6
/
4
 

0
.
3
~
5
m
m
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む

石
英

・
長

石
含

む
破

片

最
大
幅
(
四
)

最
大

犀
(c
m)

木
取

り
材

質
そ

の
他

2.
4 

0.
4 

柾
目

8.
6 

5.
7 

芯
持

ヒ
ノ
キ

11
.1
 

7.
0 

柾
目

カ
ヤ

9.
8 

9.
6 

芯
持

ヒ
ノ
キ

8.
7 

6.
8 

芯
持

針
葉

樹

18
.3
 

2.
5 

柾
目

ヒ
ノ
キ

2
1.
8

 
3.
5 

板
目

サ
ワ
ラ

13
.4
 

1.
8

 
柾

目
モ

ミ
属

26
.5
 

5.
8 

板
目

ス
ギ

17
.6
 

0.
9 

柾
目

曲
物

板
材

転
用

17
.4
 

4.
0 

柾
目

ス
ギ

58
と

同
一

個
体

6.
0 

5.
1 

柾
目

ス
ギ

57
と

同
一

個
体

30
.2
 

4.
2 

板
目

ヒ
ノ
キ

43
.0
 

0.
6 

14
.4
 

14
.1
 

芯
持

ヒ
ノ
キ

5.
8 

5.
4 

芯
持

ケ
ヤ
キ



C
回

-..
.J 

遺
物

番
号

15
5 

15
6 

15
7 

15
8 

15
9 

16
0 

16
1 

16
2 

16
3 

16
4 

16
5 

16
6 

16
7 

16
8 

16
9 

17
0 

17
1 

17
2 

17
3 

17
4 

17
5 

42
1 

遺
物

番
号

41
 

46
 

19
7 

35
，t

 

35
5 

37
1 

39
5 

40
0 

40
8 

42
S 

48
S 

挿
図

番
号

図
版

番
号

32
 

32
 

32
 

32
 

32
 

32
 

33
 

33
 

33
 

33
 

33
 

3
占

33
 

34
 

34
 

34
 

34
 

34
 

34
 

34
 

34
 

55
 

挿
図

番
号

図
版

番
せ

14
 

94
 

14
 

94
 

37
 

11
11
 

46
 

46
 

47
 

50
 

10
8 

52
 

10
8 

55
 

10
9 

~)
;)
 

戸"内
t

 
11
0 

器
種

現
存
長
(
Cm

)
最
大
幅
(
Cm

)

杭
84
.0
 

6.
0 

杭
10
3.
0 

5.
2 

杭
11
6.
0 

8.
0 

守九
69
.3
 

6.
7 

抗
63
.5
 

7.
4 

杭
71
.1
 

7.
2 

杭
46
.2
 

4.
4 

杭
60
.2
 

6.
6 

杭
57
.0
 

7.
2 

杭
80
.5
 

7.
2 

杭
85
.9
 

7.
7 

杭
49
.4
 

7.
5 

杭
32
.2
 

3.
2 

杭
39
.5
 

4.
9 

杭
54
.5
 

5.
0 

杭
43
.5
 

9.
2 

杭
23
.7
 

4.
6 

横
木

11
6.
7 

7.
8 

横
木

54
.6
 

4.
5 

横
木

11
6.
0 

4.
3 

横
木

39
.0
 

3.
3 

柱
材

23
.2
 

7.
0 

器
種

現
存
長
(
Cm

)
最
大
幅
(
Cm

)

砥
石

2
1.
6

 
11
.0
 

金
環

1.
7

 
1.
5

 

砥
石

兼
悶

み
石

10
.8
 

10
.7
 

砥
』
ゴ

13
.7
 

14
.8
 

凹
み

石
12
.5
 

8.
5 

石
鍍

3.
5 

2.
2 

小
型

銅
製

儀
鏡

面
径
3.
6

磨
製

石
斧

5.
5 

6.
2 

銀
環

2.
0 

1.
8

 

砥
石

25
.8
 

14
.4
 

石
鉱

2.
8 

2.
3 

最
大
厚
(
c
η)

木
取

り
材

質
そ

の
他

5.
3 

芯
持

樹
皮

5.
0 

芯
持

コ
ブ

フ
属

コ
ナ

ラ
亜

属
ク

ヌ
ギ

節

7.
5 

芯
持

樹
皮

6.
8 

芯
持

樹
皮

6.
9 

J~
'持

6.
3 

芯
持

樹
皮

4.
1 

J
じ、
f守

6.
0 

I
L..'
、持

コ
ナ

ラ
属

コ
ナ

ラ
軍

属
ク

ヌ
ギ

節

7.
2 

芯
持

コ
ナ

ラ
属

コ
ナ

ラ
並

属
ク

ヌ
ギ

節
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図版|

調査区遠景(真上より)



図版 2

V-3区(真上より)①



図版 3

V-3区(真上より)②



図版 4

V-3区(真上より)③



図版 5

V-3区(真上より)④



図版 6

V-3区(真上より)⑤



図版 7

V-3区(真上より)⑥



図版 8

V-3区(真上より)⑦



図版 9

V-3区(真上より)⑧



図版 10

VI区(真上より)



図版 11

(I)V-3区東北部遠景(東より)

(2)V-3区北部近景(東より)



図版 12

(I)V-3区北部近景 (東より)

(2)V-3区北西部(南より)



(1) S 0730検出状況 (西より )

(2) S 0713・714検出状況(西より)



図版 14

(I)V-3区北西部(西より)

(2)V-3区北西部(南より)



図版 15

(I)V-3区東部掘削前 (西より )

(2)V-3区東部掘削後(西より)



図版 16

(1) S 0702・715・716検出状況(南東より)

(2) S 0701・702・715検出状況(東より)



図版 17

(1) SD 701・716・717検出状況 (南東より )

(2) S D 701・716・717検出状況 (北より)



図版 18

(I)V-3区北西部掘削前(北より)

(2)V-3区北西部掘削前(北東より)



図版 19

(I)V-3区北西部検出状況(南西より)

(2)V-3区北西部検出状況(南より)



図版 20

(I)V-3区西部検出状況 (東より)

(2)V-3区南西部検出状況 (西より)



図版 21

(I)V-3区中央部検出状況(南西より)

(2)V-3区南西部検出状況(西より)



図版 22

(I)V-3区南西部検出状況 (東より )

(2)V-3区中央部検出状況(西より)



図版 23

(I)V-3区南西部検出状況(西より)

(2)SD701・702・715検出状況(東より)



図片反 24

(I)SD701・702・715検出状況 (東より )

(2)V-3区西部検出状況(北より)



図版 25

(I)VI区掘削前(北より)

(2)VI区掘削後(北より)



図版 26

(1) S B 70 I t食出1犬i兄(北より)

(2)VI区北部検出状況(南より)



図版 27

(1) SB 701検出状況 (東より )

(2) S B 701検出状況 (北より )


